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ヒト、モノ、カネ、情報を地域で回す

元気のない地域社会、停滞した地場経済、これ

に取り組む手法としていま地域通貨が注目されて

います。それは地域の温かい支え合いを取り戻し、

地域社会のニーズに応えるネットワークを構築し

ながら、地域コミュニティに新たな可能性を提供

するものです。通貨といいますが地域で支え合い、

住民が交流し合い、取引を活発にすることを通し

て地域社会の再生を目指す交易システムです。始

めるのは容易です。費用もほとんどかかりません

し、すぐ始められるのが特色です。

地域通貨には、地域社会のニーズに応じてさま

ざまなシステムがあります。

例えば高齢化の進むなかで福祉のニーズに応え

る「ふれあい切符」や「タイムダラー」などから、

地場経済の振興を目的とした地域通貨までさまざ

まです。そうしたメニューのなかから自分たちが

暮らす地域社会の実状にあった取組みはなにがふ

さわしいか住民自身が主体的に考え、取り組んで

いくことができます。

地域通貨は、一言でいえば、ヒト、モノ、カネ、

情報を地域内で循環させ、自立した循環型の地域

経済モデルを探求し、地域振興、地域活性化を図

る手法といえるでしょう。

円貨だけでは、「カネ」に色はついていないと

いわれるように、その流れは方向定まらず、どこ

に流れていくかわかりません。これがなるべく地

域内で循環するように方向を与えようとする仕掛

けの一つが地域通貨であるともいえます。

一般に、モノ、カネ、情報がどのように取引さ

れるかは人がどのような取引関係をもつかによっ

て決まります。円貨のみを仲立ちにし、市場的に

取引することが支配的ですが、互酬的な交換のあ

り方は市場的な取引を包摂する形でより広い範囲

で成立しますから、モノやサービスが非市場的に

取引されることもあります。地域通貨は地域社会

が地域のなかでしか流通しない「通貨」を活用す

ることで、その地域にある人の能力や情報、資源

などを掘り起こし、域内循環を活発化させること

で自立性の高い地域を作ろうとするものです。

地域通貨は旧来のハード先行型の地域活性化で

はありません。ソフト面での活性化策であるため、

財政の自由度の低下した行政もその活用は関心事

ですし、また、地場経済の停滞のなかで元気のな

い商工業者にとっても新たな活路になるのではと

期待を集めています。

これまでの円貨に頼った地域振興策では、円貨

がより大きな収益機会を求めて、容易に地域外に

流出してしまうため、全国規模の業者に地場の事

業者は対抗できず、それはまた地域に生活の基盤

をもつ消費者などを含め地域社会にとってもプラ

スになりにくい面がありました。

そこで、地域限定の通貨を併用する複数通貨建

ての取引システムを導入し、円貨を地域通貨に
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地域通貨で循環型の地域経済を
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「吸着」させるかたちでの取引を仕組むことで、

地域通貨ばかりか円貨が地域で循環する仕組みを

つくろうとする試みが地域通貨のなかで出てくる

ことになります。

地域通貨には多種の形態がありますが、どのシ

ステムでも共通しているのは会員制のシステムと

して運営される点です。タイプは大きくわけて紙

券型と口座変動型がありますが後者の地域通貨は

電子化も始まっています。後者は、通常、ＬＥＴＳ

（英国など）とか交換リング（ドイツ）、ＳＥＬ

（フランス）などと呼ばれますが、多角間でバー

ター取引の決済を行うクラブ制の地域交易システ

ムであるのが特色です。

このシステムでは、会員は独自の通貨単位を活

用して、「本部」が処理する各会員の口座のプラ

ス、マイナスを変動させることで決済をおこなう

ものです。口座がゼロあるいはマイナスでも購入

することができます。一種の貸借の多角間相互清

算システムともいえるわけです。

地域通貨は取引が会員の相対で行われ、会員と

しての連帯感を育み、情報の共有や譲渡が自然に

達成されるために、事業活動が地域社会のなかで

果たす役割を自覚しやすく、また積極的な評価も

受けやすいので、経済活動がコミュニティ再建と

いう社会貢献にもつながっていることが示しやす

いシステムです。

通常、地域振興や事業活動に地域通貨が効果を

発揮するには、地域通貨を含めた複数通貨建てで

取引が行われる必要があります。例えば、ある財

が、100円プラス20ポイントとかいう形でです。

こうした貸借の多角間清算システムは、すでに

電子ネット利用で多国籍企業などが80年代から広

くネッティングをしてきたことからわかるよう

に、電子処理に乗りやすい面をもっています。い

ま地域ＩＴ化の模索のなかで、地域の経済循環を

高めるツールとしての電子地域通貨の活用も試み

られ始めようとしています。

複数通貨建て取引システムの事例

たとえば外国の先進事例のなかでは、スイスの

デュアルカレンシー・システムを利用した銀行が

よく知られています。地域通貨のもっとも成功し

ている事例としてのスイスのヴィア銀行（WIR

Bank）です。

ＷＩＲは60年以上の歴史をもち、スイスの中小

事業者の２割弱が加入する事業規模にまで達して

います。ＷＩＲが採用する複数通貨建て取引が地

域の経済循環を高め、国民通貨を地域内に止め、流

出しない資金が循環する概念図を下記に示します。

ここでの特徴を簡単にみてみますと、

○外部通貨を内部循環させる。

○会員企業は、ＷＩＲが交換リングであるため、

会員間取引で地域通貨ＷＩＲが使える。

○そのため、会員は

・購入からはじめることができる（会員はＷＩ

Ｒ口座とＳＦ［スイスフラン］口座をもつ）

・多角間清算

・個人がクレジットを発行する

・会員制（75年からＷＩＲＢＡＮＫは信用サー

ビスを開始。会員にＷＩＲ建て融資を行うこ

とでＷＩＲ会員間でのＷＩＲ購買力増を計っ

ている）

・ＷＩＲインフォーメーションによる販促効果

がある（会員間での情報交換が密に行われる）。

・現在はＷＩＲカードによって取引が格段に便

利になり、取引増につながっている。それま

では支払指図書（ＢＡ）を使っていた。

地域通貨で循環型の地域経済を
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ということになります。

要するに資金の流れを変換させ、地域社会での

資金循環が活発化することで、同時に、会員内、

地域内で資源を循環させるシステムともなってい

ます。会員は相互に供給者になると同時に需要者

となり、地場の経済の自立度を高め、それがまた

個々の会員企業に利益をもたらしています。

地域意識の高揚と地域資源の有効活用を促進

こうした会員制のシステムを地域社会がもつこ

とで地域意識の高揚、地場産業の尊重、地域経済

の課題への注目、地域の埋もれた資源の活性化へ

の関心が高まります。

地域内にあるニーズの掘り起こしも行われま

す。なぜなら、ＷＩＲ型のシステムでは会員はよ

りいっそうのメリットを会員が得ようと考えると

より多様な会員の勧誘が必要ですから、それを会

員自らが行おうとするインセンティブが常に働く

システムとなるわけです。

また地域内に眠るシーズや可能性を育てようと

の動機も強くなります。なぜなら共存共栄の利益

がそうした意識を育むからです。そのための、信

頼と連帯のネットワークとしての地域通貨のシス

テムは十分な可能性を秘めているでしょう。

さらに、地域内でのヒト、モノ、カネ、情報の

循環促進は、取引コスト、情報コスト、物流コス

トの削減効果が得られ、地場産業の経営効率増大

に貢献します。それは同時に、環境への配慮とい

う時代の流れにも沿うことになります。

地場経済のなかで大きな役割を果たしてきた地

場の銀行にとっても、この事情は無視できないも

のでしょう。ＷＩＲのように地域通貨の口座管理

を直接処理し、システムを運営するか、あるいは

地域通貨団体を支援することで、地域事業者との

関わりを深め、他行との競争上有利な地歩を築く

こともできるからです。そのことがまた地域経済

への貢献でもあることで、地域社会の利益が同時

に自社の利益であることになります。また円貨の

取引につき固定した顧客をもつことで、経営基盤

の強化、また地域産業への投資（地域内再投資の

流れを担う）を積極的に行うことができます。こ

れは地域社会での高い評価にもつながりましょ

う。こうした事情は、米国では、ＣＲＡ「地域再

投資法」やコミュニティ・バンキングに熱心な銀

行が地域通貨への支援をしている事実などをみる

とわかります。

町づくりの面からみますと、各地の地域通貨の

取組が商店街などで進める「町の駅」「ひとの駅」

のようなプロジェクトを推進することで、住民の

顔が見える関係が再建され、町とそれを作る人々

のもつ多様な情報へのアクセスを容易にし、それ

が延いては、商業の振興につながっていくことが

観察されます。こうした地域通貨が進めるリア

ル・ポータルの実現が電子ネットワーク上のポー

タルサイトと連携されることで、地域通貨のｅ-

システム化と同時に地域通貨システム自体がもつ

利点を地域ＩＴ化戦略のなかに組み込んでいこう

とする試みが始まっています。

ＷＩＲの場合は、現在、電子処理できるＷ

ＩＲカードを使用（スイス・フランとＷＩＲを併

用できる）していますが、我が国の場合、すでに

スマートカードのようなＩＣカードで国民通貨に

関わるあらゆる処理が可能であると同時に地域通

貨の処理も可能なシステムが開発されています。

地域通貨のシステムを取り組むことで、こうした

システムのローカライズが可能であり、それが地

域経済の振興という期待にこたえる成果を生む可

能性大であるといえます。また、ｉモード利用で

地域通貨の決済が可能なシステムも複数、開発さ

れているのが実状です。

地域通貨で多様な参画のある地域を

しかし、このような動きのなか、地域通貨はま

ず、地域住民の連帯した関係を再建しようとする

レベルで始まってきたことは、地域通貨がどのよ

うに発展していくにしても忘れてはならないこと



でしょう。地域通貨はグローバル経済の荒波から

自分たちの社会や経済を守ろうとする動機に基づ

いた住民のささやかな、自助的な取組みから発展

してきたわけです。

町づくりに求められるものを考えてみますと、

行政からみれば、「町民の活力を生かしていくの

が町民にも町にとってもよいことだ」という考え

があります。また、既存の住民組織からみれば、

「各町の住民組織も、新たな担い手、新たな活動

を求めているし、求められてもいる」との思いが

あります。さらに、町民からみれば、「町づくり

に参加してもよいとは思うが、面倒」という気持

ちがあるのも事実でしょう。

地域通貨の取組みはどのようなタイプのもので

あれ、なによりもまず、人の積極性を引き出し、

地域社会に信頼のネットワークを作りだします

から、よくいわれる「歩いて暮らせる町づくり」

への住民の能動的な関与を引き出しやすい特徴を

もっています。住民の積極的な取組みを多様に、

また多層的に表現するさまざまな地域通貨が地域

社会に出来上がってくるにつれ、その信頼のネッ

トワークを基礎にして、地域通貨への期待に具体

的にかつ実効的に応えうる地域通貨の発展形をう

ち立てていくことができるでしょう。

地域通貨で循環型の地域経済を
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■森野栄一（もりの　えいいち）

経済アナリスト

国学院大学博士課程修了

ゲゼル研究会を主宰

ゲゼルの自由経済運動に関心を持ち、お金を取引の手

段に限定することによって、自由な取引を可能にした

いと願う。また地域通貨のオルガナイザーとして、全

国を回っている。

主な著書に「だれでもわかる地域通貨入門」「なるほ

ど地域通貨ナビ」などがある。



渡邊 本日は大変お忙しい中、ご出席頂きありが

とうございます。

「地域通貨」が、コミュニティや商店街の活性

化、福祉・教育現場での活用など、様々な可能性

を持つツールとして注目され始めています。全国

的に多数の地域通貨があり、岐阜県内においても、

大垣市で新しい動きが出てきています。21世紀を

地方主導の時代として輝いたものにするうえで地

域通貨の一層の普及・定着が期待されます。こう

した状況を踏まえ、今回は「地域通貨」について

取り上げた次第です。

本日は、全国各地で地域通貨に先駆的に取り組

まれておられる方々にお越し頂いておりますの

で、地域通貨を始めるにあたってお困りになられ

た点や、現在遭遇されている問題点、行政などに

期待されることなど具体的にお話し頂きたいと思

います。そのうえで、地域通貨が持つ現代的意義

や実践的課題、また地域通貨の普及・定着に向け

た環境整備のあり方とその方向性等について探っ

ていきたいと考えています。

それでは最初に地域通貨のオルガナイザーとし

て全国を歩かれておられる森野さんから、「今何

故地域通貨なのか」「地域通貨とはどのようなも

のか」といった点についてお話し頂きたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

競争社会で地域通貨が注目を浴びる

森野 最近誰もが感じていますが、地域通貨とい

う言葉が妖怪の様に徘徊していまして、いったい

それは何だという声も強まっていますし、関心も

強くなっています。この数年間のフィーバーぶり

は凄いものがあります。今日来られている森脇さ

んの様に、ずっと以前から取り組まれているとこ

ろは幾つもあり、90年代の押し詰まってきた頃か

ら地域通貨が特に関心を引くようになってきまし

た。何故かといいますと、80年代から世界経済が

大きく変化し、その中でもう一度地域社会、地域

経済、地場経済を再建していく必要があると考え

られるようになったからだと思います。グローバ

ル化していく資本主義経済では競争力がある強い
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※平成13年7月の異動で現在は内閣府国民生活局審議官



者がよりたくさんの利益を得ていくという傾向が

進みました。それはこれからももっと進み、それ

に取り組まずにはいられない状況にあることは真

実だろうと思います。そうであればこそ一国の国

民経済を創りあげている各地域の一つ一つの地域

経済も現在の流れに適応しながら、同時にそれに

よって蹴散らされない自立した地場経済や繁栄す

る豊かな地域経済を創っていく必要があると思い

ます。地域通貨というのはグローバル化の中で、

強靭に生き抜いていける地域経済や、人間が昨日

より今日のほうが幸せを実感できるような地域社

会を強固に創りあげていき、それがうまくいけば

いくほどうまく生き抜くことができるのです。そ

のような状況の中で、地域通貨が世界的に関心を

呼び覚ましてきたと思います。

地域通貨が強靭な地域社会を創る

グローバルな競争を推進している普通のお金の

場合は、取引が必要だと感じてその手段を手に入

れる時には利息というコストがかかります。しか

し地域通貨は、無償で手に入る取引の手段、お互

いに人間が信用し合っていると可能となる手法で

す。地域通貨にはたくさんの種類がありますがど

んなスタイルが採用されても基本的には取引手段

の調達コストがゼロという特徴があります。地域

通貨で一番ポピュラーな「レッツ」とか「交換リ

ング」とか呼ばれているものがありますが、これ

は実際には紙の形をしたお金は使わないスタイル

のもので、各自が通帳や小切手を持って取引をし

ます。その取引の特徴は、貸し借りを建ててそれ

をいつか清算していくという仕組みです。必要な

人は必要な時に必要なサービスを手に入れること

が出来ます。代わりに差し出すものが無くても手

に入れることが出来ます。ただ単にマイナスのポ

イントになるだけで、借りを受けるわけです。そ

れは、その取引手段を引き受けている他のどのメ

ンバーに対しても、今度自分が貸しをつくること

によって相殺ができる仕組みです。一方、紙の券を

発行するタイプでも基本的には同じです。そして

それを仲立ちにして、結果的には必要とするもの

を、あるいは出来ることをお互いに交換し合って

いくのです。利息がゼロですから時間の経過は関

係なく、例えば今日私が借金して10年後に借りを

返すといったことも可能です。そういう意味では

地域通貨の中には時間預託制度のようなものも入

ります。つまり自分が提供できる時に貸しを作っ

ておくというものです。貸しを貯めておいて自分

が今度借りを受けたい時にそれを引き出してきて

使うというシステムです。

もう一つの特徴としては、このような取引手段

を信頼に基づいて使い始めるとお金を仲立ちにし

ていた時には遠慮して出て来なかったニーズと

か、あるいは自分はこれが出来るのだけれどお金

で評価されると出にくくなる能力、要するに提供

する側と提供される側双方にとってお金のシステ

ムが間に入ると表に出にくかったものが社会の共

通領域の中に出て来るという事もあります。人の

活動や能力というのは様々に評価することが可能

で、地域通貨のような別の取引手段が間に入って

くるとそれが外に出て、他方でそれを受容する人

もいるのです。今までであればお金は大事なので

無駄な欲求は持たないようにしようと押さえ込ん

でいた自分の欲求をごく自然に社会の中に出して

いくことが出来る。そういう特質があるから人々

の間にポジティブで肯定的な人間の繋がりが出来

ると思います。地域通貨の最大の特色はそこにあ

るといえます。人間は利害が絡んだいろいろな関

係の中に置かれています。お金が絡んだ場合には

人間は鬼にもなれば蛇にもなるという側面もあり

ます。ですから人はいくらでも悪意を外に出す事

ができます。しかし、同じ人間が善意も出すわけ

で、善意に基づいた人間の関係を与えてくれる取

組みとして地域通貨はあるのだと思います。

そういうのが相まって競争一辺倒の社会がもた

らしたマイナス面をカバーし、支え合いと助け合

地域通貨の現状と発展方向
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いと連帯する社会が実現されていき、しなやかで

強靭な地域社会が創られていくのではないかと思

います。このように各地域がそれぞれ競い合いな

がら取組みが進んでいけば日本の国全体の社会経

済が少しは良い方向に進むのではないかと期待さ

れています。

渡邊 ありがとうございました。森野さんからは、

地域通貨の背景や特徴などについてお話し頂きま

した。

それでは続きまして、地域通貨を実践されてい

る立場の皆様から、地域通貨を始められた経緯な

どについてお話し願います。まずは「おうみ」に

ついて内山さんからお願いします。

施設運営を目的としてスタート！

内山 「おうみ」は紙券タイプの地域通貨で、こ

れを使ってお互いの出来ること、して欲しいこと、

提供してもよいもの、逆にこれが欲しいと思うも

のを交換していきましょうというシステムです

が、もともとは地域通貨をやろうとして始まった

わけではありません。草津コミュニティー支援セ

ンターにいろいろな市民活動団体が集まってミー

ティングや発表会、勉強会、シンポジウムをする

ホール・会議室があり、そこが地域のボランティ

ア活動、市民活動の拠点施設となっています。そ

こは公設民営施設で、自分で鍵を開けて使って掃

除をして鍵を閉めて帰るというスタイルのもので

す。しかし地域の人から見ると利用者がいる時だ

け開いている施設というのは入りにくいもので、

周りの人からセンターは何故いつもオープンして

いないのかという声が出ていました。そこで、み

んなで頑張って毎日オープンさせようと、センタ

ーを利用していたいろいろな市民活動グループ

（まちづくり・環境・コーラス・子育て支援サー

クル・青少年の育成サークル）が、常時オープン

の体制をどうつくるかという話し合いをしまし

た。貧乏な市民活動団体ばかりですので、当然出

てくるのが常駐スタッフの手当の問題です。自分

の事務局のスタッフにお金を出すのも大変なの

に、何でセンターの為にお金を出さなければなら

ないのかという意見もありました。それでも、皆

さん使ったところは掃除をするのですが、トイレ

とか玄関とか階段の踊り場など共通して使うとこ

ろは自分が汚したとは思わないのでどんどん汚れ

ていき、だんだん目に余るようになってきたのも

事実です。そうしたこともあり、掃除をしたらク

ーポンみたいなものがもらえ、またクーポン券を

払えばセンターが利用できるシステムを作りまし

た。逆にクーポン券を持っていない人は運営に貢

献していないのだからお金で貢献してもらうとい

う仕組みをセンターの中で作ることになったので

す。中には、伝統的なボランティア感といいます

か、「そんなつもりで市民活動とかボランティア

をやっているわけではない」「誰かに評価された

くてやっているわけではない」という意見もあり、

また「ボランティアが得する券をもらうためにや

るみたいでいやだね」といった話も出るなど、い

ろいろと議論があったのですが、とにかくやって

みましょうということで始めたのです。

始める時に参考にしたのが、アメリカのニュー

ヨーク州人口３万人のうち３千人が参加している

といわれている「イサカアワー」です。レッツ型

いわゆる通帳型も検討してみたりしたのですが結

局「イサカアワー」のように紙券型の目に見える

もの、手で実感できるもののほうが楽しいという
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ことで始めました。センターの運営をどうフェア

ーに分担していくか、自分達でどのように運営し

ていくかを話し合っていく過程で生まれたのが、

「おうみ」です。会議室の掃除は「１おうみ」、ト

イレ掃除は４倍高くして「４おうみ」、和室の利

用は「２おうみ」で、トイレを一回掃除をしたら

和室を２回使えるという価値になっています。セ

ンターの運営のこととか草津の市民活動がもっと

活発になることをどのようにしていったらよいか

お互い力を出し合いながら出来るのか話し合って

いったことが、そもそも「おうみ」の導入の経緯

と思っています。

渡邊 ありがとうございました。それでは引き続

きまして「ピーナッツ」について村山さんからお

願いいたします。

地域通貨を都市計画に取り込む

村山 私は会社を辞めた後に専門としている「都

市計画まちづくり」で何かやらないとだめだなと

いうことを常々考えていました。右肩上がりの時

代には地域間競争や都市間競争に関するレポート

を多く書いて、それが高い値段で売れて、駅前に

デパートが出来て他の街より勝ったというような

ことが出来る都市計画まちづくりコンサルタント

はいいコンサルタントとされていましたが、右肩

下がりになり消費は減る生産は減るといった時代

には、都市計画の技術を市場に委ねてしまうのは

間違いだということが明らかになってきました。

私は東京理科大の都市計画の設計演習講師をやっ

ていて、駅前計画を課題として学生に出したとこ

ろ、「都市計画は市民参加でなければいけない課

題なのに、市民がいないから計画できない」と言

う学生がいたのです。市民より専門家の方が専門

技術では上でなければならないのに、市民がいな

ければ計画できない専門家じゃどうしようもない

と怒ったのですが、その際「参加」という位置付

けは何なのか考えてみたのです。そうすると参加

というのは自己責任がついている、参加と自己責

任はワンセットだと気が付いたのです。最近は銀

行も規制緩和で自由競争となり、預金は１千万円

までしか保証しません。預金をする時に「１千万

円迄で後は知らないよ、どの銀行を選ぶかは市民

の自己責任ですよ」と言われても実際は困るわけ

です。どの銀行が怪しいかを調べる為には、情報

公開と自己責任と市民参加が、ワンセットになっ

ている必要があります。しかし、銀行は経済の専

門家の立場ですから、預金者に良い銀行を選びな

さいというのは、経済の専門家・責任者としては

本来恥ずかしいことなのです。同様に都市計画の

専門家が市民参加・自己責任ということで都市計

画を放り出すということは専門家として恥ずかし

いことなんだと思いました。都市間競争・地域間

競争をやらない都市計画を、どのようにして創る

べきかについて勉強を始めたのです。そしてイン

ターネットで地域通貨「レッツ」「イサカアワー」

を見ましてこれで地域に循環させる経済を構築し

ないと都市計画ができない、地域通貨を何とか都

市計画に持ってこようと考えたのです。

当時、たまたま仲間がＮＰＯを作るから手伝っ

て欲しいという話があり、地域通貨を使うという

ことを条件に協力することにしたのです。設立の

時から使おうとしたのですが、地域通貨というの

を教科書通りに使うというのは非常に怖いもので

した。経済の専門家じゃないですし、まかり間違

っても通貨という名前が付いているものを使って

地域通貨の現状と発展方向
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まちづくり都市計画に持っていった時に、それが

原因で倒産したらと思うと怖かった。ですからＮ

ＰＯ内だけで通用するチェック型、すなわち会費

１万円を払ってもらった方に1000ピーナッツを差

し上げてその1000ピーナッツ分をＮＰＯの出版物

とか講演会に使えてその分安くなります、いわば

ＮＰＯの社員とＮＰＯの間だけで世の中には出て

いかないというシステムで始めたのです。

その頃、森野さんの「エンデの遺言」が放映さ

れて、身内の中だけでやってるだけで地域通貨で

も何でもないその頃の「ピーナッツ」をジャーナ

リストが取材に来たのです。メーリングリストで

私の事を知って、新聞とかテレビがわんさと来た

のです。火のない所に煙は立たないというけれど

も煙が立っちゃった。そこに火を点けたらかえっ

てやり易いかもしれない、本式の地域通貨に切り

替えるいいチャンスだと前向きに考えて、半年後

から切り替えることにしたのです。どのようなタ

イプに切り替えようかと考えたのですが、紙幣型

ですとやはり紙幣に信用が付与されてしまいます

し、偽札なんかパソコンですぐ出来てしまいます。

また発行高の管理・コントロールが日銀並みに出

来るわけないということもあって通帳型を採用し

ました。

どこかで使いたいと思い、千葉市中小企業支援

センターの所長さんを通じて、元気の良い商店街

ということで「ゆりの木商店街」を紹介してもら

ったのですが、商店街では面倒くさいから使わな

いと否決されてしまったのです。しかし、ＭＡＤ

ＯＫＡ美容院１店が始めてくださいました。海保

さんという美容院の主人から、「取引をしたとき

にアミーゴという握手をしましょうというルール

を作ったのが良い。」という評価があって、それ

を取り入れたのが良かったのか、１年間で商店が

20件と精神薄弱者の施設が１件と目の不自由な人

にパソコン教室をやっているボランティアの方と

農家が13人で、全部のメンバーが320人という規

模になりました。都市計画・まちづくりの専門家

として確信犯的に持ってきたというのが「ピーナ

ッツ」の始まりです。

渡邊 ありがとうございます。次は岐阜県内にお

ける事例ということで「すまいる」について鈴木

さんから、お話し願います。

「コミュニティづくり」をねらいとして

鈴木 今までの話を聞いてみると、それぞれやは

り地域通貨に取り組む背景がきちっとあるのです

ね。やはり目的というのがなければ単なるお遊び

で終わってしまいます。地域通貨を通してどのよ

うな地域をつくっていきたいのかを明確にすべき

です。それが地域経済を豊かにしたり、あるいは

コミュニティーを豊かにしていくため、それを実

現していく一つのツールとして地域通貨は役に立

つと痛感しています。

そもそも大垣市は1998年に大型店の出店問題で

大変揺れました。その中で大型店の出店に関係な

く、今ある商店街を中心とした中心市街地のあり

方を商業者も市民も共に見直していく必要がある

のではないかということになり、市民の参加を踏

まえた中心市街地活性化基本計画作りをやってき

たわけです。基本計画を作ったら、今度はそれを

推進していくまちづくり組織としてＴＭＯ（タウ

ン・マネージメント・オーガニゼーション）を設

立しようということになりました。その際、基本

計画に参画をした市民の皆さん達にＴＭＯを一緒
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に創ってもらおうと動いてきました。ただＴＭＯ

というのは御存知のとおり非常に縛りが多いもの

ですから、もう少し柔軟で、自己責任の原則をも

っと前面に立てた市民活動組織を作って、これま

での行政主導の街づくりのしくみを、少しづつ変

えていこうと考え「まちづくり工房大垣」という

市民活動組織を作りあげました。中心市街地約

168ヘクタールを舞台に、ＴＭＯと連携しながら

市民活動をベースとしたまちをつくっていこう

と、1999年12月にＴＭＯの立ち上げと同時に、約

100人の市民メンバーで設立しました。工房の活

動に共通するのは、時間と資本をかけて商売気の

あるまちを創ろうというよりも、人が住み続けら

れる温かいまち、市民がお互いに気軽に声を掛け

合え、助け合い共に暮らせるまちを創ろうという

目標をもった活動が多い点です。御存知のとおり

都市の中心部というのは、山間地と同じように非

常に高齢化が進んでいて、お年寄りとか障害者が

たくさんいます。しかし、今のまちのインフラ条

件では当然ですが、何よりも人が居ても人に声が

掛けにくい環境がある。人に迷惑をかけちゃまず

いのではないか、人に迷惑をかけるから街に出て

はいけないのではないかというような人間関係が

あるのです。そういったことを払拭して誰もが街

に出て行き公共交通機関を使ったり、商店街を使

ったりして日常の生活がしやすい環境を街中に創

り都心コミュニティーをもっと豊かにしていくこ

とが大切な時代になったと思います。それは行政

や企業では出来ない。そうしたまちづくりはまさ

に市民のボランタリーな活動の中で創られていく

のではないか、ということが調査で分かってきた

のです。まちでいろいろな人と助け合い、あるい

は自分の能力をもっと発揮したいと思っている人

たちが積極的に出会えるような仕組みを工房の中

に創ってきました。それが更に発展して中心市街

地だけではつまらない。自分の住んでいる地域で

もやりたいということで、大垣市の周辺地域を含

めて市民活動を展開し、そこからＮＰＯを創りま

した。そしてＮＰＯ同士のネットワークを創って

行政といろいろな協慟関係をつくっていくことを

サポートするセンターが欲しいということにな

り、工房と同じ場所に「大垣まちづくり市民活動

支援センター」を2001年４月に立ち上げました。

運営やサポート機能は市民や専門家がやり、施設

の管理のみ行政が行う公設市民運営方式で始めま

した。現在このセンターの事業のひとつとして、

地域通貨「すまいる」を本格的に始めるための準

備をしています。私達は既に今年の３月、ＪＲ大

垣駅前の「マイスター倶楽部」（岐阜経済大学と

大垣駅前商店街、大垣地域産業情報研究協議会と

の共同研究室）が管理者となって地域通貨「すま

いる」の実証研究を行なっています。その経験を

生かして、地域のコミュニティづくりを促す手段

としていよいよ本格的に始めるつもりです。

渡邊 ありがとうございました。それでは最後に

なりましたが、時代背景も異なる最も早い段階か

ら始められている森脇さんから、「ボランティア

労力ネットワーク」について当時の事情なども含

めてお話頂きたいと思います。

労力を愛の通貨とする

森脇 ここへ来る時に、ちょっと私のは違うので

はないかと思いながら来たのです。1973年に立ち

上げたのですが、その時の社会的背景というと一

番の高度成長期だったということもあり、地域通

地域通貨の現状と発展方向
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貨という言葉が全くありませんでした。当時は完

全雇用でどこも活性化していましたから、街を活

性化しようとか高齢化とかいう問題はまだ起こっ

ていなかったのです。ではどうしてそんなことを

したかと言いますと、私達がその頃街を見、いろ

いろな社会を見て、これは本当に幸せないい社会

なのかと疑問に思ったということが第一なので

す。単身赴任が多くなったとか核家族が多くなっ

たとか、本当に資本主義のこの社会の中で人間は

幸せなのだろうかと思ったのです。殊に、その時

代の女の人は、結婚したら職を辞めなければいけ

ない、子供を保育所へ預けることがなかなかでき

ない、出産をするから生産性が落ちるので会社で

も敬遠される、という状況でした。しかしこれは

おかしい、とにかくどんな経済であろうと人間が

幸せになる必要があると思っていました。

私達は、普通の経済と違う別の経済を持ちたい

という思いを持ったのです。とにかく利息が利息

を生んで投機があるという貨幣にはもう失望さえ

感じていましたので、時間を使って今のいろいろ

な経済とは違う経済を創ろうと思ったのです。自

分が持っている一時間の労働を誰かに提供する、

またその人の労力をこちらにもらうという、そう

いう経済をしようと思ったのが創った第一の理由

です。その当時は地域が活性化してないというこ

とも無かったし、厚生年金は余ってどこへ持って

いこうかとか、財団法人・特殊法人へいったりと

か国鉄にいったりとか新聞を見る度に溜息つくよ

うなことばかりがあったように覚えています。そ

ういう時代に、「お互いに自分達の時間を交換し

て助け合いをしたら女の人たちも幸せになれる」

ということを一番初めに言いだしたのは水島照子

という生活評論家です。彼女は1950年戦後の混乱

期に婦人画家創造展に論文を出して新聞社賞を貰

われた方です。当時ではめずらしいということで

大勢の人が聞きに来られたし、それからマスコミ

にも多く取り上げられました。

私達はちゃんと入会金も取りましたが、会員は

どんどん増えて、初め80人だったのがピーク時は

4,000人になりました。「労力にインフレはない、

労力を新しい愛の通貨にしましょう。労力銀行の

利息は友情です。」ということで始めたのです。

その私達の会の創立者が５年前に急死しました。

とにかく有能な人でバイタリティーの塊みたいな

人だったものですから、その人の言うとおりの任

意団体だったのです。しかし任意団体のボランテ

ィア労力銀行ですと会の貯金通帳も個人で作らざ

るを得ず、全部個人名義になってしまうのです。

自分達で買った電話であろうとなんであろうとみ

んな遺族に引き継がれかねない事態が起こりま

す。そこで、会としてそういうものが持てて信用

ができるものにしたいとＮＰＯを立ち上げたので

す。しかし、ＮＰＯを立ち上げました時に法務局

で登記しようと思いましたら、銀行業務をしてい

ないのに「銀行」という名前は駄目だと言われま

して、「労力ネットワーク」という名前に替えま

した。「銀行」という名が昔ほど信用があるわけ

ではないのでかえってよかったのかも知れませ

ん。

大阪で出来ました会ですが、全国組織にしたい

という思いがありまして、当時のＮＨＫの取材に

対しては全国の小学校単位に創りますと言ってい

たのです。4,000人までいった時これはできるか

なあと思ったのですが、そのうち各地域で類似の

ものが乱立し入会が減って、今は1,100人程度に

なってしまい本当に悔しく思っています。それぞ

れがやるというよりも日本中全部がお互いに相乗

りできて提携できた場合には、世の中はもっと良

くなるだろうと思っています。どうして全国組織

がいいかといいますと、今のような時代ですと、

そこに一生居られるかというと違っていまして、

殊に会社で、転勤になる時はそこに家族が居てご

主人だけが札幌に行くということもありました。

そんな時に病気になられた時にはどうするかとい

うと、札幌の支部の方がお世話をする、自分はし

ょっちゅう札幌に行かなくても、こちらの方のまた



向こうから単身赴任してきた人の手助けをするこ

とで、自分の夫の病気した時の世話も出来ること

になります。また、転勤で遠くに居て親だけが東

京に残っている人の親の世話も可能になります。

具体的には、１時間働いて受取るカードをＬカー

ドと言いまして、Ｌカードの点数を東京の親のと

ころに送ります。それで風邪を引いた時に、その

世田谷支部に電話をかけるとすぐに来てもらえま

す。そういったことが地域々々で実行され、地域

間における繋がりができるのです。信用が無けれ

ば出来ないことですが、私が信用している友達が

来てくれるのよと言えば、親も安心して来てもら

うということになります。

渡邊 ありがとうございました。皆さんからそれ

ぞれの地域通貨導入の経緯などを伺ったわけです

が、実際の運営に際しては、様々な課題が生じて

いると思われます。既にいくつか提示されました

が、全国的な動きの中で一般的に課題となってい

ることはどういったことでしょうか。森野さんい

かがですか。

多様化する地域通貨への関心

森野 森脇さんが言われたことが、非常に示唆に

富んでいると思うのは、ボランティア労力ネット

ワークの場合もちょうど高度成長の時代ですけれ

ども、やはり光が当たらないのは家事労働してい

る女性であるとか、そしてまた積極的に働きに出

たいと願っていながらいろいろな社会的障害に突

き当たっていたような女性達、そういう人達の中

の自発的な取組みとして起こってきたというとこ

ろです。現在地域通貨というのは世界的に関心を

持たれていますし、日本でも関心を持たれている

のは、日本の社会がどこを見ても光が当たらなく

なって影の方が濃いというか薄暗さが感じられる

ような社会になっているからだと思うのです。以

前のように景気が良く、世の中灯かりに満ち溢れ

ている時は、比較的光が当たらない部分で地域通

貨の取組みが行なわれていました。米国でも60年

代や70年代前後いろいろな地域通貨の取組みが散

発的にはありましたが、それは世の中全体の脚光

を浴びることはなかったでしょう。

ところが世の中全体がおかしくなってきている

し、人間もどうも変になってきている。また、価

値観もどうも信じられなくなっているといった状

況の中で、いろいろな地域通貨が出てきたのだと

思います。ですから当然それに寄せられる関心も

多様です。環境破壊に非常に関心がある人にとっ

ては環境保全をしていく取組みなどに地域通貨の

しくみが使えないか、あるいは介護や福祉の場面

では、地域通貨的な手法で、人の労力のやり取り

ができれば支え合いとして一番じゃないかとの関

心も出てきます。また、地域社会や地域経済自体

が薄暗がりの中に置かれていて、地域経済もなん

とかしなければいけない、お客さんも少なくなり

売上は日々に落ちて収入も減っていくことになっ

ていき、なんとかしなければいけないということ

で関心を持たれています。私もいろいろな所から

相談を受けるのですが、要望のあまりの多様さに、

困惑してしまうくらいです。例えば中心市街地で

商売をしていたが、中心市街地に人が集まってこ

ない。だから自分の店は閉めて郊外に新店舗を展

開した。そこでは県外資本との競争に晒されるわ

けですが、車で来るお客さんを相手に商売を始め

た。しかしそこでも苦戦しているので何とかなり

ませんかという相談です。地域通貨というのは、

地域通貨の現状と発展方向
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地域の中で人を繋げてその信用を基礎にして、お

金を使ってくださるような方々を集める手法でも

ございますから、マーケティングの手法などにも

絡めたりとか、いろいろな形で活性化のプランを

提案することは出来ます。同時に大きな資本のほ

うも中心市街地の活性化として地域通貨に関心を

持っているところがあります。郊外に規模の大き

い資本で展開しているチェ－ン店とか、ワンスト

ップ型の大規模なショッピングセンターも地域に

よっては潰れるところが出ていますので、もう時

代の先端を行っているわけではないのです。そこ

をなんとかする、そこに地域通貨の発想を利用す

る方法は当然あります。そういうところが地場資

本を蹴散らすようなマーケティングの手法に地域

通貨的な手法を上乗せして、そして人を集める手

法もございます。また、他方では中心市街地に人

を戻すような街づくりが必要で、そこでの各種の

取組として地域通貨には、地域活性化、商業振興

の手法としてのポイントシステムとか、さらには

販売戦略としてのラベリングの手法とかいろいろ

なものを組み合わせて、中心市街地の商業者が勝

ち抜いていく手法というものもございます。つま

り、それぞれの当事者がそれぞれの関心で地域通

貨に興味を寄せてきているわけです。

「信頼のネットワーク」を形成する

地域通貨というのは決してお金ではありません

ので、事業者の方から見ますと地域通貨をたくさ

ん稼いだからといってお金が儲かったわけではあ

りません。しかしそういう関係の中に入っていく

と信頼のネットワークが出来るわけです。そうす

ると信頼のネットワークが出来るだけで事業者は

円建ての計算を建てた場合でも取引コストが、そ

れだけでもう、減らすことが出来ているわけです。

信頼のネットワークがないところで取引をしよう

と思ったら、取引に係る調査をしなければいかな

かったり、あるいはリスクの管理に費用がかかっ

たり、という形で取引コストが見えない形で発生

しているのです。ところが地域通貨に係わりをも

つと、それは円に交換できない形ではあるけれど

も信頼の基礎が出来ている。それだけでも事業に

当然かかったであろうコスト、あるいは事業に不

可避的に付随してくるリスク管理のコスト、そう

いったものが格段に軽減してくることがあるので

す。そういう基本的な点では事業者のサイドから

も、地域産業の点からみても非常にメリットがあ

ります。

また地域社会の方からみれば、地域通貨がコミ

ュニティーを創っていったり信頼を創っていった

りということが、地域社会の一人一人を元気にす

るし、地域に果たす役割は大きいものがあります。

地域通貨には地域振興から介護や福祉や地域社会

が持っている多様なニーズにどう答えるかという

問題意識、さらには、より自立して人々が幸せに

暮らせるような地域社会やコミュニティーをどう

創っていくのかという大きな問題意識が強く寄せ

られて来ていると思います。

経済に光があたっているときであれば、「そん

な馬鹿なことをやっている暇があったらもっと稼

いだ方がいいだろう」というふうに思ったかもし

れないのですが、今はそうでない時代になってき

ました。例えば事業者が収益を上げるということ

を第一に追求すると、収益が上がらない、つまり

お金を追いかけるとお金は手に入ってこない、と

ころがお金じゃなくて、自分達がどのような形で

地域社会に貢献させていただいているのか、とい

うふうなことを真剣に考えていくと、評判と共に

お金も集まってきてしまう、というようなことに

気づいてきたのではないか。つまり、商業活動も

産業活動もやはり地域社会の各種の文化的なもの

までも含めたインフラの中で成立している。そし

てその中で自分達の使命をどう自覚していくのか

が、やはり事業家にとっても非常に大きなことで

す。そういうことは教訓として地域通貨が示唆し

はじめている段階にきているのではないかと思い
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ます。

地域通貨も各地で取組みが起こるでしょうが、

同時にそれが提携したりしなかったりいろいろな

形でネットワークというのが緩やかに出来ていく

と思います。そうなると金も動きますが人も動き

ます。しかし金も一箇所に寄り集まりたがるよう

に人もどこかに集まりたがるものです。どこかに

集まりそしてどこかへ離れていくという自由で魅

力的な社会の中で、多様な地域通貨の取組みが現

れてくると思います。いろいろなタイプの地域通

貨が各地で始まって、一つの地域にもたくさんの

取組みのスタイルが出来てくると、その緩やかな

提携を探る動き自体が新しい地域社会の関りを創

っていくのではないかと思っています。

渡邊 皆様の活動における課題としては、具体的

にどのように現れていますか。

「おうみ」長者現れる！！

内山 「おうみ」は、クーポン券という形で活用

していく中で、熱心にボランティアをする人が出

てくるわけです。地域の会社を退職されて少し暇

なシニアの方でトイレ掃除が好きだといった人に

「おうみ」が溜まって「おうみ長者」といった状

態が出来てしまったのです。その頃から、イサカ

アワーの事をモデルにしながら個人がお互いに出

来る事とかして欲しい事のサービス登録リストを

つくり、そのリストを元に交換していくような

「おうみ」を使った「お願いします」「ありがとう」

という関係づくりをしよう、そして「ありがとう」

の時にその印に「おうみ」を渡すという仕組みに

していくことで、だんだんと元々のクーポン券と

いうところから地域通貨的な様相を示してきまし

た。最初の頃は、電子上でポイントをやり取りす

る仕組みもあったのですが、非常に評判が悪くて

利用する人も殆どいなくて結局廃止していく中

で、最終的には目に見えてお互いに手にすること

ができる紙券方式が主流になっていきました。こ

の紙券は裏書をする仕組みになっています。裏に

いつ誰が何のお礼に発行したのか等書く欄があり

ますが、紙券が循環すると取引履歴が裏に残って

いるので、自分のところに戻ってきたことがわか

り、面白いということでやりました。

地域通貨を運営していく中で、循環がなかなか

起きなくて誰かのところにたくさん溜まってしま

うとか、逆に欲しい時に手元に「おうみ」がない

といった問題が生じました。当初は１と５と10の

３種類を発行していたのですが、「おつりがない」

といった課題も出てきて、１と10の２種類に変更

しました。紙券も輪転機で刷ったものから、きち

んと印刷屋にたのんでスタイリッシュなものに

し、それまでの紙幣をイメージする横型から縦型、

名刺サイズのものに変えたりもしました。これは

当時、タクシー会社と映画館が「おうみ」を受け

入れて割引サービスをやりたいという申し出があ

って、それまでの輪転機で作ったものでは偽造さ

れては困るといった理由もありました。現在「お

うみ」の発行枚数は5000おうみ分ぐらいが循環し

ていて、個人が120人ぐらいで非常に細々とやっ

ております。非常にアクティブなやり取りをして

いる人は20人程度です。あとは幽霊的に「おうみ」

を持ってしまった人です。紙券ですからたまたま

お礼に貰ってしまった人が、訳が解からずに財布

の中に忍ばせているという状況があるのです。そ

のような人をおうみの循環の輪にどう呼び戻す

か、どのように循環を促進するかが課題です。

現在は毎月一回、「おうみマーケット」といっ

たフリーマーケットでお互いの家にある不用品と

か自分の手作りの品とか、自分の家の園芸ででき

た花や野菜を持って来たりする人達が集まって

物々交換しています。お互いに自己紹介をしなが

ら最近困っていることに対する助けを求めたり、

自分の特技を何か他の人に生かせませんかといっ

たことをしています。これは毎月第二火曜日の午

後１時半から行なっています。実際にフェイス



ＴＯフェイスでお互いある程度知り合いになっ

て、その中でこういうことをお願いしますといっ

たことをうまく引き出していく場、マッチングし

ていく場が必要であるということが、僕らの中で

課題として浮かび上がってきています。

村山 「ピーナッツ」の場合には入会金・会費は

取らないことをルールにしたのです。なぜなら地

域通貨というのは今後、社会的には大きな流れが

起きてくるシステムですから、その大きな流れで

世の中の為になるようなシステムに傷を付けては

まずい、どこかで「あそこは詐欺みたいなことを

やっている」ということになると非常に困ると思

ったからです。社会的非難を被らない形にしない

と地域通貨全体の足を引っ張ってしまう、大袈裟

に言うと日本の為にならないと思ったわけです。

商店街で地域通貨「ピーナッツ」を使うとすると

会員が固定された50人とか100人ですから会費を

取ってもいいのですが、美容院がお客さんを紹介

して、またそのお客さんも会員を紹介すると会員

に親子・孫・曾孫の関係ができ、会費を取るとな

るとねずみ講の模範的スタイルができてしまいま

す。そうなると地域通貨の将来にとって良くない

と思い、会費・運営代は無料を選んだのです。そ

うするとやはり苦しくなり、そこで止むを得ずＮ

ＰＯのほうから私の会社に無料委託を出してもら

って、実務は今私の会社で支えてやっています。

「ピーナッツ」の運用には、光熱費とか家賃を抜

いて平均すると月10万円程かかっています。その

費用の補いは本を書いて売るとか講演会へいった

謝礼とかで埋めています。

会員間の相互扶助を実現

森脇 私達の場合、１時間１点として労力点カー

ド（Ｌカード）を作っております。その１時間１

点というのはどうやって割り出すかと言います

と、１日の食費の３分の１＝１点の目安としてお

りますので、今は400円です。これは、あまり設

備や人件費にコストの掛かっていないお店のカレ

ーライスの値段などを参考にしたスライド制にし

ています。

当初は、労力点をもらう時に通帳に出納簿のよ

うに、そちらは出しました、こちらはもらいまし

た、というのを両方で判を使ってきちんと付けて

いく仕組みにしていました。それを年度末に全部

本部に送って本部でチェックして、貯めていくと

いうシステムにしていましたが、人数が増えてく

ると書く人がプラスのほうにマイナスを書いたり

マイナスのほうにプラスを書いたりするケースが

出てきて、労力点カードの方がずっと楽だという

ことになり、段々変わっていきました。

時間の労働で、交換できることならば何でも交

換する方式にしたことは、先見の明があったと思

っています。今は核家族になって、どういうふう

に子供を育てていいかわからないお母さん達に

は、子育ての相談とかカウンセリングとかが求め

られています。例えば子供に関する事件があると、

会員の中にも自分の孫や子供をどうしたらいいの

という悩みが出ましたが、会員の中には、こうし

なさいああしなさいとちゃんと言ってくれる人が

います。また主婦というのは趣味でいろいろな物

を作って玄人裸足みたいな人達がいっぱいいま

す。家に趣味の物をいっぱい積んで置いてもそれ

は商売にはならないので、本部例会・支部例会の

時にこれを点数いくらで交換もします。女性が参

政権を行使した４月10日には、毎年フェスティバ

ルを開いていろいろな作品を点数で交換するので

す。それがきっかけとなって、直接電話で誰々さ

ん何点であれを作って欲しいといったつながりが

出来ます。今大好評でフル回転してるのは、橋本

市の柿の葉すしです。北海道でも、何日何時に何

処何処へ届けて下さいと言えばきちんと届きま

す。市販よりもずっと美味しくて安くて安心でき

るものが入手できるという一つの例です。

若く力のある時にたくさん人のお世話をしてお
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いて、このＬカードをたくさん集めておき、体が

動かなくなった時に、その点数を使って買い物や

片付け、お料理で使うことができます。自分が若

い時に貯めた点数を使っているということは、自

分の体が動かなくなっても自立出来ているという

ことだと思うのです。そこには温かさもあるし、

いっぱいの助け合いの精神もあります。もちろん

介護保険もありますが介護保険はどんなに完璧に

してもそれだけでは人の心とか本当にきめ細かな

ことは出来ないと思います。

地域通貨の流通を工夫

鈴木 私たちは、積極的に流通させるために「レ

ッツチタ」の杉浦さんにお越し頂いてレッツゲー

ムをやったり、またフリーマーケットを開催して、

学生達の間や市民との間で少しずつ流通を促しま

した。もっと積極的に流通させ新しいコミュニケ

ーションの輪を広げようと、大垣駅前商店街の約

36店舗で地域通貨を使えるように検討しています。

実は私たちは地域通貨以外にもう一つ面白い取

組みを始めています。ボランタリーな助け合いの

関係づくりによって、コミュニティーを再構築し

ようと盛り上がり、動き出す人達はどうしても限

られた人達になってしまいます。もっといろいろ

な層の人達が、例えば子供からお年寄りまで多様

な行動力と問題意識を持った人達が、まちづくり

やコミュニティの輪に入ってこられるようにした

いと考えました。そこでまず地元の子どもたちと

一緒に「すまいる日記」というものを始めました。

今子どもたちはどんなことに関心を持っているの

か、大人たちにどんなシグナルを発信しているの

か、大人たちは地域に対して何が出来るのかを探

ろうと、地元の小学校・中学校合わせて1,250人

の子どもたちに「すまいる日記」を始めてもらい

ました。これは決してボランティア活動の強要で

はなくて、日頃やっていることを日記に書いて紹

介して欲しいということです。これを誰に発信し

てもらおうかということで、地域通貨「すまいる」

を始めた地元商店街に「すまいるおじさん」にな

ってもらい、子どもたちの地域に対するボランテ

ィア活動の実践やその感想を聞いてもらうことに

しました。それと同時に、子どもたちにいろいろ

な語り懸けをして欲しいとお願いをしました。私

も「すまいるおじさん」になりまして、子どもた

ちのボランタリーな活動を聞いて、子どもたちの

地域に対する思いや願いや時には怒りなどを探

り、それをヒントに、地域への参加のテーマにし

てもらおうと考えました。20回やったらおじさん

達はそのお礼に花の種を差し上げよう、40回は別

の花の種を、60回やったら地元の木の苗を差し上

げようということでやっています。子どもたちが

熱心に参加をしてくれて、子どもたちの思いとい

うものを、大人によく伝えてくれるということが

非常に嬉しかったので、ついつい本来の地域通貨

の流通がおろそかになっていますが、これは次回

からの課題かなと思っています。いずれにしても、

地域通貨を通して暮らしやすいコミュニティーを

創っていきたいという大人の願いや行動は大切で

すが、そのためには同じ地域に暮らしながら普段

関わりの少ない人々の参加を実現していくことも

大切かと思います。

成功の秘訣は官を頼らず？

森野 地域通貨で大事なのはやはり行政との関係

ですよね。行政自体も新しい時代に対応してＮＰ

Ｏを重視するなど、姿勢をずいぶんと変えてきて

います。ただ地域通貨についても行政頼みのとこ

ろがあったりで、行政の人がすぐ金を出したり支

援したがったりということがあります。逆に、森

脇さんのところのように、あるいは「おうみ」も

そうですし「ピーナッツ」もそうですが、当初か

ら官を頼まずという姿勢でやってきたところもあ

ります。印象としては後者の方がうまく動いてい

る感じがします。地域通貨というのは、「この仕

地域通貨の現状と発展方向
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組みが出来ましたからやりなさい」といって出来

るものじゃないです。人が自発的に動き始める仕

組みですので、要するにやりたくなってしまう、

自発的に動き始めてしまう、人にそういうきっか

けを与えてくれるような取組み、そういう意味で

言いますと、行政の関わり方というのも、もう少

し大きな視点から見つめ直すということが必要だ

と思います。地域通貨は住民が必要であると自覚

して取り組んでいくものですし、だからこそ人も

動きます。多様な立場の人が参加して交流が生ま

れる仕組みとして始まったのです。地域通貨の普

及定着によって、これからの日本社会に多様な取

組みが多様な参加を促して、きっと暮らしやすい

世の中が出来ていくのではないかと思っていま

す。個々のケースではいろいろありますが、多く

の人の共通感覚として共有されていくということ

が非常に大切だと思っています。人間はそれぞれ、

政治の信条も違えば、考え方が違ったり好き嫌い

があったりします。これまでは同じ傾向の人間が

集まって物事に取り組む事例が多かったと思いま

すが、地域通貨は、違いは違いとして認め合いな

がら、人の間に立っている壁を低くする仕組みだ

と思います。そういう意味で地域通貨は新しい人

情が出てくる世の中を与えてくれると、感じてお

ります。

内山 お互いの日常的な生活サービスをやりとり

したり地域福祉的な相互扶助を意図して「おうみ」

に入って来て下さった方はかなりいますが、事業

者や商店が入ってくるようになると、私企業を応

援する動きであるということで離れていく人が出

てきたりしました。「おうみ」自体がどこに向か

おうとしているのかメンバーの中で統一的な見解

がなかなか持ち難い、皆それぞれ「おうみ」を使

ってこういうことがやりたいという思いがありま

すので、その調整がなかなか難しいのです。

僕なんかは「目的が違うなら、いろいろな地域

通貨を創ってはどうですか。一緒に考えますよ。」

と言っているくらいです。別に一国一通貨じゃな

いですし、地域の中に複数のタイプの地域通貨が

あっていいと思っています。ある人は商店街を何

とかしたいという思いの中で活用できないかと思

ってみたり、草津駅のある旧中心部（旧宿場町の

中心だった）の高齢化率の高い地域では、そこの

人達に給食サービスをやってみたいという人がい

たり、「おうみ」を媒介にして地域の課題にフォ

ーカスして、何かアクションを起こしていこうと

いう人もいます。そういった人たちがお茶や酒を

飲みながら話をしていくと様々な案が出てきて、

動きが生まれてくるのです。それが、楽しくて良

いことだと思っています。

地域通貨に哲学無し

村山 地域通貨は本来はただのシステムなので

す。これには、例えば人が助け合うとか哲学は何

もないものです。だからこれを哲学のあるように

してしまうとおかしなことになります。あくまで

もシステムを使う人に魂があったり愛情があった

り心があったりするので、システムを導入すれば

すべて世の中が愛情に満ち溢れたものになると思

うのは大間違いだと思います。それを運用する人

がどのような気持ちを持ってやるか、それは円も

同じです。１万円札でも愛情に満ちた使い方もあ

るけれど、麻薬・売春・贈収賄など使おうと思っ

たら使えるわけです。それと同じでシステムに魂

があるかのような取り扱い方を拡張してはまずい

だろうと思います。あくまでもそれを使う人がど

のような心で使うかということだけで、あまりに

も美しいものとして持ち上げるのはまずいと思い

ます。

森野 地域通貨は理想的な聞いて心地が良いよう

な言葉ではなくて、事業者から見てリアルなビジ

ネスの場面に翻訳し直すと新しい一つの競争手段

なのです。
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渡邊 みなさんの話を伺いまして、最近のＩＴの

議論とすごく似ていると思います。ＩＴもシステ

ムであって、導入をしたからといって儲かるとい

うわけではありません。

ところで、先ほど森野さんは日銀券や大蔵省造

幣局の通貨と分離した関係ではなく、むしろ一緒

になることによって両方の効果を高めるような事

業を生む効果があるということを言っておられま

した。その一方で運営費がなかなか厳しいという

ことがあるのですが、もし既存の円貨のほうで儲

かるのであれば，そこから運営費を回すのもそん

なに難しくないような気がするのですが、いかが

ですか。

森野 地域通貨といっても結局すべて地域通貨建

てでやっていませんので、やはり地域通貨が発展

していくプロセスの中で主催団体を運営する費用

とかは円貨で発生します。それを何らかの形で都

合をつけなければいけないと同時に、今の地域通

貨の仕組みですと、それで非常に利益が上がった

といっても、それは地域通貨建てで上がるわけで

す。ただし円と併用して混合的な取引をしますの

で、地域通貨での取引が円建ての取引を引っぱっ

てくるわけです。それで円の収入も結果的にお金

が後から付いてくるという形で収益が上がりま

す。だからといって上がった収益が今までよりも

５％増えましたから、これは地域通貨運営団体の

おかげですという形で５％のうちの１％ぐらいは

寄付をしますというような気持ちに自然に会員が

なれば、運営コストにも不自由することもないで

しょう。ただ今のところは円貨建てのほうはあま

りにも生々しいので、それは黙っています。そう

すると地域通貨建ての部分でシステムを運営する

仕組みを入れていかざるを得ません。例えば「ピ

ーナッツ」の場合にはプラスポイントにつき１％

分本部の運営費に「ピーナッツ」を寄付する。

「ボランティア労力ネットワーク」の場合も円価

格の点を寄付、もちろん円貨で寄付をするのも大

歓迎ですけれども、同時に自分が貯めたＬカード

で寄付するというような格好で地域通貨にしろ円

貨にしろ両方を寄付として受け入れる形で運営を

していると思います。

世の中、地域通貨一色になってしまうわけでは

なくて、国民通貨である「円」は常に主流の位置

にあって主要な役割を果たしていくでしょうか

ら、そういう問題は常に発生します。

内山 「おうみ」の場合も少しのお金で自分達の

生活の質を高めるように、そのような場を運営し

ていこうとしてやっているのですが、駅前の商店

街の空き店舗に開設した「ひとの駅」という場で

は、かえって家賃を払うためにお金を稼がなけれ

ばいけないという状況も生まれています。さすが

に家賃は「おうみ」で払えないので、どのように

収益性を確保するのかということですが、なかな

か会費だけでは運営は難しいというのが実態で

す。そして、常時施設をオープンするための事務

局の負担は大変で、そのあたりはどのように解決

していくのかも問題です。

それと、地域社会の他の市民活動団体から発せ

られる噂だとか足の引っ張り合いの影響は大きい

ものがあります。あまり難しく考えずに一緒にで

きるところは一緒にやろう、と言っているのです

がなかなかそうもいきません。草津に新しく住み

始めていろいろな市民活動をやっていく中で「お

うみ」を使って地域の事に目を向け出したメンバ

ーと商店街の人達が出会い始めたところで、風評

みたいなものが関係を良くも悪くもしています。

「おうみ」なんて法律違反だとか、会員は脱税を

したいのではないかとか、ちょっと賢い人はその

ようなことを言います。草津はまだまだ人の顔の

繋がりが強い地域で、噂がすぐ広がるので地域に

入っていくことの難しさを日々感じています。逆

に言えば、顔の繋がりができれば中に入りやすい

ということで、まさにそれがコミュニティの強

み・弱みなんだろうな、と思っています。

地域通貨の現状と発展方向
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地域の銀行さんは地域通貨に興味を持って頂い

ていますので、一緒に研究会・勉強会などをしな

がらやっていきたいと考えています。個人的には

「おうみ」の入会手続きなどを銀行窓口で出来る

ようにしてくれたら事務局が助かると思っている

のですが。

村山 「ピーナッツ」では３ヶ月に一回皆さんに

手紙を出す時に、A４を10に区切って商店が一つ

ずつ宣伝を出すようにしました。一件1,000円ず

つで10件で10,000円で、これは商店の方から言い

出して下さったのです。６月からそれが一枚入っ

ています。それが段々増えてこればいいのですが、

あくまでもユーザーの思し召しというか気持ちで

支えていく必要があります。

一肌脱ぐという意識を生み出す

森野 やはり自発的に一肌脱いでやろうという気

に自然となっていくようなシステムの運営が大事

で、また地域通貨というのはそれが特色だと思い

ます。最初に決めてこういう費用がかかるからこ

れだけの売上があるから会員がいくら出せという

のを最初に決めても、「そんなの知ったことか」

と誰も動かないのです。それは今までの社会的取

組みに大きな反省を迫る点でもあると思います。

地域活性化策一つ取り上げてもこの20年間に一体

いくら行政が予算をかけて調査研究をしたかとい

うと、すごいものです。でも、どれも具体的にじ

ゃあどうしますかといった時の、とっかかりや手

掛かりが一切そこには書いていなかったのです。

先程も言ったのですが、行政は金を出したがらな

い方がいい、つまり専門家を使う時は行政がＮＰ

Ｏに資金を出して、そして専門家はＮＰＯが使う

といった仕組みがいいのではないかと思います。

村山さんが言われたように日本の官庁も市民も今

までの考え方の中で成立していた構図だと思うの

です。ＮＰＯがこれほどまでに発達してたくさん

出てくる以前の官は、一応とにかく公的なことは

カバーしなければならないという自負心に溢れて

いるものです。一方の住民も税金払っているのだ

から公が全部やれという意識に凝り固まってい

て、地域社会やその共通領域の中でいろいろ起こ

ってくる問題については、そんなことは知らない

と言う人が多かったのです。そうゆう頃には、官

は一生懸命公の事をしなければなりませんから、

仕事もするし、調査もしなければいけないし、仕

事をするについてコンサルタント業者をたくさん

使うことになり、ある意味それが今でも続いてい

ると思います。

地域通貨は、公が何でもできるわけではない、

個人はプライベートなことだけやっていればそれ

でいいわけではなく、社会の共通領域で一肌脱げ

るところはみんながやっていかなければならない

という意識の変化のなかで出てきています。そう

いう変化が起こっているのです。

村山 ＮＰＯが本来やらなくてはならないのが、

市民に対しての説明責任です。ＮＰＯは、市民へ

の説明責任を持つというところで行政にもやめて

くださいということを言える立場を確保しないと

具合が悪いのです。そういう立場のところで地域

通貨を動かしていかないと、自治体の言いなりに

なってしまうと思います。

自治体が地域通貨を運用するということは自治

体の担当者の能力を超えることはあり得ませんの

で、間違いが出やすくなります。もしどうしても

自治体がやりたいとすれば、イサカアワー型の紙

幣を発行して、円と一緒に流通させることです。

その代わり行政職員の給与の何割かはそれで払わ

なくてはいけないし、税金の収受も地域通貨で行

わなければならないということになりますので実

質的には難しいと思います。それが出来ないとな

ると行政は民間を支援する側に回る必要があります。
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地域通貨は人次第！

渡邊 それでは最後にお一人様づつ、これから地

域通貨を始めようとしている方に一言アドバイス

をお願いします。

鈴木 自分の住んでいるまちでは畜産農業者が多

いものですから、そこから出す堆肥と家庭から出

るいろいろなものと地元の消費者とうまく結びつ

けた循環型のコミュニティを創ろうとして研究会

をやっています。地域通貨というのはこれまでお

金での評価であれば無駄だと思われていて市場で

は取引されなかったものを、もう一度再評価して、

例えば畜産の糞とか生ごみとかを使って、その地

域で本当に必要とされる健康な食品を作り上げて

いき、それを消費して健全なコミュニティを創っ

ていく、教育の面でもいい教育を生み出す、とい

った循環型のコミュニティを創り出していく、ある

種市場外流通を創れる面白い仕組みだと分かって

きました。

物と物との取引は分かりやすいのですが、人の

好意、ボランタリーな活動で人と人とが助け合い

の関係を創るところでの交換が滞ってしまって、コ

ミュニティづくりがうまくいっていない地域通貨

をやっているところが多くなっているようです

が、森野さんと村山さんの経験ではいかがです

か。

森野 結局人が言いやすい、頼みやすい、頼まれ

やすい、その間に立つ人、一肌脱ぐ人、といった

関係がどれだけ作れるかということだと思うので

す。日本人は個が弱いので、もっと日本人・日本

社会に合ったイベントのきっかけを提供するよう

な形、あるいは事前にコーディネーターに要望や

希望を出しておいて、それがあった時にうまく会

員間を取り持つ、そしてコーディネーターは特定

の人望のある人が次々と出て来てくるようにシス

テムの状況を作っていくことが必要なのです。今、

中心になってやっている人がいつまでも続けるわ

けにはいかない。しかし信用が担保されるにはシ

ステムが継続していかなければなりません。

村山 そのとおりで、会員が300人いてそれぞれ

が縦横無尽に動き回るのではなくて、助け合いで

動いているのは向こう三軒両隣のちょっと先ぐら

いまで、その中で20～30人のグループにコーディ

ネーターがいて行っているのであって、それをシ

ステムでカバーするのは難しいのです。

森脇 私たちも10～12人のグループ支部が全国各

地に多くあって、それらのことを私たち本部がコ

ーディネートしています。会員間はピラミッドみ

たいでは駄目で全部横並びの会であって、それぞ

れ小さいグループが連絡しあってやるということ

が基本となっています。

森野 地域通貨を進めていく上でもう一つ考えな

ければならないのが、世間では風評というものが

あります。その被害を利益に変える巧妙さも、こ

れからは必要になってきますので、周りの配慮と

か、かなりきめ細かい係わり、お互いに支えあう

といったことを創り上げていかなければなりませ

んね。

渡邊 このことについて、行政としては何かでき

ないでしょうか。

内山 行政が出てきて、風評被害を食い止めるこ

とはしてはいけないでしょうね。

森野 やはり当事者でやるべきでしょう。

内山 また行政が、商店街の活性化という発想か

ら出てくるのは、私としてはよくわからないので

す。心意気とか志のところでいっしょになってで

地域通貨の現状と発展方向
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きることがなければ駄目じゃないかということな

のです。

森野 地方自治体は分権化の中で考え方を変えな

ければいけません。特に予算の考え方を変えなけ

ればならなくて、厳しい財政状況の中で地方自治

体はどうするのかを真っ先に考えていただいて、

行政が本当に最小限やるべきことは何かを、地方

行政全体の中で一生懸命考えるのが遥かに良いと

思います。住民は地域通貨で自発的にやりますか

ら行政が地域通貨推進のための予算を敢えて組む

必要はないのです。

渡邊 行政には眺めていてもらいたいという感じ

ですね。

内山 地域通貨は進めていく上では、結局はやは

り地域を引っ張っていく、地域のことを思ってい

る“人”なのだと思います。またお金をもたらす

側面もありますがそこには人も居るのです。

村山 そうですね、地域通貨の良い点はといえば

“人”ですし、問題点も“人”だということなの

です。要するに地域通貨の運営では良い点・悪い

点共に“人”次第だということが言えます。

渡邊 お話も尽きませんが、この辺りで終わらせ

ていただきます。地域通貨の一層の発展を願って

おります。

本日は本当にお忙しい中、ありがとうございまし

た。
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１．成長期に入った地域通貨の課題

地域通貨（コミュニティ通貨）は1980年代に世

界中で見直され、1990年代急速に普及した。地域

通貨はほんの数十人から始められる取り組みなの

で、その正確な数を把握することはほとんど不可

能なのだが、世界にはいま3000以上あると推測さ

れている。日本でもここ２、３年の間に各地で地

域通貨の試みが始まった。北海道だけでも地域通

貨をすでに導入・実験している地域は10カ所を越

えているので、日本全国ではその数はおそらく

100を優に超えているであろう。日本における地

域通貨の取り組みは、もはや一過性のブームとは

いえない一大潮流を形成している。地域通貨は、

すでに誕生期から成長期に入ったともいえるだろ

う。

地域通貨の誕生期には、まず先導する地域やグ

ループが、地域通貨の仕組みや国内外の先行事例、

その導入手法などを学び、自分たちの目的や地域

の実情にあった地域通貨を導入実験し、ついで、

多くの地域がそうした成功例を模倣して地域通貨

を立ち上げてきた。これに続く成長期には、地域

通貨が持っている多様な目標や理念を総合化し、

個々バラバラに行われている地域通貨の取り組み

を互いに結びつけて広域ネットワークをいかに形

成するかが戦略的な課題となるだろう。今後、こ

うした「応用問題」に地域通貨関係者一人ひとり

が新しい知恵を出し合いながら取り組むことが必

要ではないか。地域通貨はいまだ新たな「現実」

であるだけに、実践経験が豊富に蓄積されている

わけでもなければ、本格的な学問研究が確立され

ているわけでもない。また、地域通貨は「民間か

行政か」「経済か文化か」「市場かコミュニティか」

「貨幣か言語か」といった従来の発想には収まり

きらない特異な性質を持っている。このため、地

域通貨のとらえ方は、立場や視点に応じて千差万

別であり、各々が「これこそ地域通貨だ」と主張

するならば、対立しか生まれないことになる。こ

れは生産的ではない。まずは地域通貨の全体像を

理解した上で、地域通貨に関する各自のヴィジョ

ンを提示し、それらについて協議しあい、可能な

ところから協同していくような場を形成していく

ことが肝要ではないか。連絡協議会のような場か

ら地域通貨のネットワークが少しずつ形成されて

くるならば、地域通貨の未来への展望を協同で切

り開いていくことができるであろう。

２．地域通貨の両義性－「貨幣的」かつ「非貨

幣的」

そもそも「地域通貨」とは「貨幣」なのか。こ

れにたいする答え方で地域通貨のとらえ方がある

程度決まってくる。ある人は、地域通貨は貨幣で

はないというだろう。なぜなら、それは普通の市
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場で取り引きされないサービスやボランティアを

贈与し合う互恵的な関係を築くからだ、と。また

別の人は、地域通貨は貨幣であるというだろう。

なぜなら、それはさまざまなモノやサービスの価

値を測り、経済活動を媒介し活発にするからであ

る、と。私自身は「地域通貨は貨幣でありかつ貨

幣でない」と、禅問答のように答えることにして

いる。決して二つの対立する見方を折衷したいか

らではなく、地域通貨それ自身が「貨幣」と「非

貨幣」の二側面を合わせ持っているからである。

この両義性にこそ地域通貨の本質があるのだ。

�貨幣的な側面

まず、貨幣的な側面から見てみよう。貨幣の諸

機能には以下のものがある。�モノやサービスの

価格の度量単位（円やドルなど）を規定する「価

値標準」、�モノやサービスの価格を数量的に表

現し、価値を尺度する「価値尺度」、�モノやサ

ービスをそれにより買い、手に入れることができ

る「購買手段」、�転々と流通しながら、さまざ

まなモノやサービスの交換を媒介する「流通手

段」、�経済的価値を貯蓄し、それを将来へと移

転する「価値保蔵（貯蓄）」、�金銭貸借により発

生する債権債務関係を決済する「支払手段（決済

手段）」、�その価値を自己増殖するために資本と

して利用される「価値増殖手段」。貨幣とは、一

言でいえば、経済的な価値や富を尺度し、交換し、

蓄積し、将来へと移転し、価値を増殖するために

普遍的に利用するための手段である。世界通貨で

あるドルや国民通貨である円はこれらをすべて兼

ね備えているので「全目的貨幣」とも呼ばれる。

では、地域通貨はどうか。地域通貨にも�～�

は備わっている。�についても、ＬＥＴＳや交換

リングのような多角決済機能を果たす地域通貨に

は、類似の機能があるとみることもできる。だが、

地域通貨は利子がゼロかマイナスであるから、�

のように「資本」として利用されることはない。

地域通貨は、一般の貨幣と共通する多くの機能を

持つものの、「資本」としての機能を捨て、その

他の貨幣の機能を保存する「特定目的貨幣」なの

だ。

しかも、地域通貨は、従来の貨幣には見られな

い、いくつかの特徴を持つ。

まず第一に、地域通貨は、その名が示す通り、

流通圏がある特定の「地域」に限定された「限定

流通貨幣」である。それは、地域の外へと流出せ

ず、地域の中を転々流通することで、モノやサー

ビスの域内取引を活発にする。そうすることで、

金融危機、不況、失業・倒産といった、経済環境

の外的な変化から大きな影響を受けないような自

律型経済を築くことに寄与する。

第二に、地域通貨は、特定の地域やコミュニテ

ィもしくはその構成員が自らの手で自由に発行・

管理し、共有する「自由発行貨幣」である。地域

やコミュニティが、経済の要である貨幣を自己管

理することができるならば、自由で民主的な経済

社会を構築することができる。

第三に、地域通貨は、ゼロあるいはマイナスの

利子を持つ「自己増殖しない貨幣」である。利子

がプラスである時、貨幣を貯蓄すれば増えるし、

将来価値を割り引いて評価するため、できるだけ

早く収益が上がる投資プロジェクトが好まれる。

このため、利子がゼロやマイナスになれば、貨幣

を保蔵するインセンティヴが小さくなり、消費が

刺激されるのである。また、利子がプラスの場合

に比べれば、より遠い将来に収益をもたらすよう

なプロジェクトに貨幣が投資されることになる。

このように、利子がゼロないしマイナスの地域通

貨は、貨幣の蓄積と自己増殖を阻止するとともに、

近視眼的な投資行為を抑止する効果を持つ。

こうした特徴を持つがゆえに、地域通貨は、地

域経済の活性化、自律的で持続可能な経済の確立、

ＮＰＯ活動の支援、福祉・介護や環境にかかわる

ボランティア活動の促進をもたらす。

�非貨幣的な側面

では、地域通貨の貨幣ではない側面とはなにか。

地域通貨は、たんに経済的な効果や目的のために
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利用される手段ではなく、文化的、倫理的、価値

的な側面をも備えている。それは、コミュニティ

に属する人と人とをつなぎ、相互交流を深める

「リング」である。あるいは、価値や関心を共有

し、他の人々へと伝える、言葉にいくぶん似た

「メディア」でもある。売買・貸借・賠償などの

経済取引で貨幣を使う時、当事者間の関係はどう

しても疎遠で怜悧なものになってしまう。他方、

地域通貨は、感謝の気持ちを伝え、それを使う

人々の間に同じ「地域」の中で相互に支え合う信

頼と協同の関係を築き、そうした関係に基づいた

より豊かなコミュニケーションを可能にする。ま

た、市場で取り引きされないサービス活動を媒介

することもできるので、福祉・介護・環境関連の

ボランティア活動の促進に役立つ。それが、環境

や介護など一定の課題やテーマに沿って導入され

れば、参加者は仲間としての意識をより強く感じ

ることができる。地域通貨は、感謝と信頼をメッ

セージとして伝え、価値や関心を分かち合うため

のコミュニティ・ツールにもなりうるのである。

このように、地域通貨は、貨幣的な交換メディ

アとして経済活動を活性化するとともに、非貨幣

的な文化メディアとしては交流やコミュニティを

賦活することができる。「あれかこれか」といっ

た二者択一で考えずに、地域通貨がこのような両

義性を帯びた特異な社会的形式であることにまず

素直に驚き、この事実を虚心坦懐に受け入れるべ

きだ。

３．地域通貨のタイプ－紙幣型と口座型

地域通貨には、主に二つのタイプがある。

�紙幣型

紙幣型の地域通貨は、地域通貨発行委員会のよ

うな一組織によって発券され、コミュニティ内で

持ち手を変えて流通する。発行委員会は、いわば

ミニ中央銀行の役割を果たす。日銀券との違いは、

通貨単位名称と紙幣の図案が、コミュニティに固

有な特性・歴史、あるいは理念やモットーを表現

していることだ。参加者はそれを使用するたびご

とにそのことを認識し、地域コミュニティへの帰

属を確認することができる。「イサカアワー」、

「トロントダラー」「ＲＧＴ（La Red Global de

Trueque : グローバル交換リング）」がその代表で、

日本では「おうみ」、「クリン」、「ガバチョ」など

がある。

紙幣型の地域通貨の運営の仕方はこうである。

まず、地域通貨の運営団体が参加者から「提供で

きるモノやサービス」や「提供して欲しいモノや

サービス」を募り、内容や価格を記載したリスト

と一定額の紙幣を配る。この時に、運営費として

参加費を集めるのが一般的だが、行政支援がある

ときにはとらないこともある。参加者は、リスト

や目録で必要なモノやサービスを探して取引を行

い、対価として紙幣を支払う。商店などでは、

10％まで地域通貨による支払可と掲示していると

ころもある。

�口座型

他方、口座型の地域通貨では、紙幣を発行せず、

登録メンバーが残高ゼロから出発する口座をも

ち、モノやサービスを売ったときに黒字（プラス）、

買ったときに赤字（マイナス）を記帳していくこ

とで多角的決済が行われる。「ＬＥＴＳ（Local

Exchange Trading System : 地域経済取引制度）」、

「交換リング」、「タイムダラー」がその代表であ

る。日本でいえば「ピーナッツ」、「レインボーリ

ング」、「ガル」、「Fore」などがそれにあたる。

ＬＥＴＳなどの口座型が紙幣型と違うのは、支

払に紙幣を使わず口座上の数字として記録するこ

と、そして、参加者の取引や口座残高が公開され

ていることである。各自が通帳を持っていて、そ

れに赤字や黒字を自分で記録し、一定期間ごとに

登記人に連絡して元帳に記録してもらう。

ＬＥＴＳでは、買い手が取引を行うたびごとに

口座に赤字を書き込むことで通貨を発行する。そ

れは通常の負債証書ＩＯＵ（I Owe You）ではなく、

地域通貨が持つ意味と未来への展望
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「コミュニティへの負債」すなわちＩＯＣ（I Owe

Community）といってもよい。買い手の口座に書

き込まれる赤字は、売り手の口座に書き込まれる

黒字と符号が違うだけで同じ金額である。このた

め、取引の連鎖の中で赤字や黒字は多角的に決済

されていくが、どの時点でも全ての参加者の黒字

合計と赤字合計は一致する。この「ゼロサム原理」

があるため、口座型の地域通貨では信用創造は起

こらない。通貨発行は個人が行い、通貨管理は自

己組織的に行われるわけだ。

それぞれの方式には一長一短がある。紙幣型は、

中央銀行券と同じお札であるため、参加者が扱い

やすく、取引の匿名性が保てる。その反面、発行

量の管理が必要であり、偽造されやすく、流通経

路の記録ができない。これに対し、口座型では、

参加者が自分の需要に基づいて貨幣を発行できる

し、記録が残るため不正は起きにくい。だが、記

帳や口座管理が煩雑であり、取引や口座の情報は

公開されるので、匿名性はない。各地域やコミュ

ニティは、その特性や導入目的に応じ両者を使い

分けている。1980年代以降世界で広く普及してき

たのはＬＥＴＳだが、日本では現金主義が根強い

からか紙幣型が多い。

私自身は口座型のＬＥＴＳに大きな可能性があ

ると見ている。個人は自由に貨幣を発行でき、ま

た赤字を持つことができるし、ゼロサム原理のお

かげで、参加者が貨幣をコモンズとして共有して

いることを強く自覚できるからだ。ＬＥＴＳの唯

一かつ最大の難点といわれるのは、記帳や口座管

理の煩雑さにある。しかし、これも自動的に記

帳・口座管理するオンライン取引用のシステムを

開発すれば解決できる。それは、いわば口座型地

域通貨をネットワーク型電子マネーと融合すると

いうことだ。私が関わる「Ｑプロジェクト」は、現

在こうしたＬＥＴＳ用webシステム「Winds」（プ

ロト版：http://www.nam21.org/ ̃q-project/lets/winds.

cgi）を開発し、近く会員を募集して稼働を開始す

る予定である。

４．地域通貨の社会的背景と経済的背景

地域通貨の両義性は、それが導入される背景や

目的にも見られる。

�社会的背景―コミュニティの衰退と市民活動

の活発化

コミュニティには、もっとも基本的な家族、町

内会、商店街、地域社会、小中学校などさまざま

なものがある。これらは従来、生活、交流、社会

的教育の場であった。しかし、今日これらのコミ

ュニティは崩壊しつつある。

まず、コミュニティは、自助・互助的機能の多

くを喪失した。人々の生活は個別化・孤立化へと

向かう。家族の間ですら、相互の生活に干渉せず、

コミュニケーションは希薄になり、若者の中には

「引きこもり」が蔓延している。単身世帯やＤＩ

ＮＫＳの増加により家族的な団らんは消え、他者

との交流機会の極端な減少は、社会的教育の機会

をコミュニティから奪っていった。

地域通貨は、売買における匿名性や買手の売手

にたいする優位性を、顔の見えるフラットな関係

へと変換し、精神的交流をも形に表す。そうする

ことで、衰退するコミュニティの中で分断されて

いる諸個人間にコミュニケーションを回復する。

こうした法定通貨にはない、地域通貨の機能や特

性によって、コミュニティはその内部から再生さ

れうる。

また、現代福祉国家の到来とともに、行政の役

割は増大し、財政出動は増加の一途をたどった。

日本でも、バブル経済の崩壊後、景気浮揚・経済

対策などのために歳出拡大が要請される一方、税

収は伸び悩み歳入縮小が進んでいる。いまや公共

部門の財政は危機的様相を呈しており、行政の力

に依存することはもはやできなくなっている。

家族による自助や行政による公助がもはやカバ

ーできなくなった福祉介護の領域を、地域通貨を

媒介とするボランティアや相互扶助により埋めら
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れる。このような期待から地域通貨が導入される

ことも多い。

その一方で、市民の側には新たな動きが見られ

る。グローバリゼーション、少子高齢化、エネル

ギー・環境、教育、育児といった社会問題を自ら

の手で解決するために、ＮＰＯ・ＮＧＯといった

非営利団体が活動を活発に行うようになってい

る。こうした市民活動が活発になるためには、運

動の理念や目的意識の共有が社会的に認知され、

市民の意識の中に定着しなければならない。一つ

の価値観を共有するひとの輪を広げるという点に

おいて、コミュニケーション・ツールとしての地

域通貨に期待が寄せられている。

�経済的背景―世界経済のグローバル化にとも

なう経済的不況や地域経済の衰退

前世紀の最後の10年に、市場経済は急速にグロ

ーバル化した。各国民通貨は、ドルを基軸とする

変動相場制のもとで休みなく取り引きされてい

る。また、情報技術の発展に伴う国際決済システ

ムの進歩により、為替取引も莫大に膨れ上がって

いる。

しかし、金融市場のグローバル化は負の側面も

合わせ持つ。いまや外国為替市場、株式市場、債

券市場、金融先物市場などの国際金融市場では、

短期資本がより高い収益性をめざしてボーダーレ

スにすばやく移動している。その取引高は一日あ

たり１兆ドルから１兆5000億ドルであり、一日あ

たり貿易取引額500億ドルから1000億ドルの20倍

にも相当する。デリバティブは本来リスクヘッジ

手段であったが、それはいまや大規模な国際的投

機を行うための格好の道具として利用されてい

る。1994年のメキシコ、97年のアジア、99年のロ

シアなどで起きた通貨危機は、投機的な売りが国

民通貨の暴落を引き起こした結果であり、今なお

そのダメージから脱し切れていない国もある。

また、経済のグローバル化は貧富の格差を拡大

している。ことに、国内的な地域格差や国際的な

南北格差は深刻化している。過疎化や貧困が進む

地域では、貨幣が対外流出するため、財・サービ

スの流通が減少し、経済が停滞する。就業機会の

減少は深刻な失業問題を引き起こしている。地域

通貨を使えば、通貨の流通圏を限定し、貨幣の保

蔵を排除することによって、その流通速度を高め、

消費を促すことができる。

このように、市場経済のグローバル化やそれに

伴う経済不況の地域経済への影響を緩和するセー

フティーネットとして、あるいは地域経済をその

内部から活性化するツールとして、地域通貨は注

目されている。地域通貨は一定の地域内で流通し、

利子を生まず、資本蓄積を排除し、地域経済を自

律的なものにする。地域通貨は、法定通貨の経済

機能に対する一つのオルタナティヴを提供するの

である。

以上から地域通貨が導入される社会的・経済的

な目的には次の四つがあることがわかる。

すなわち、�コミュニティの再構築と交流の活

性化、�市民活動支援や住民参加型行政システム

構築、�地域経済の活性化、�広域的経済の活性

化、である。

�から�へ、少しづつコミュニティの規模が拡

大し、また、コミュニティの性質がリアルからバ

ーチャルへと変わっていく。これは、次に見るよ

うに、地域通貨の進化する方向性を示していると

もいえる。実際、日本の地域通貨の実践は今のと

ころ、その多くが�を目的としており、�や�も

徐々に現れてきた段階である。�は今後の課題で

あろう。

５．地域通貨の進化的シナリオ

地域通貨は今後どのように発展を遂げていくの

か、地域通貨の未来を考える上で特にどういった

点に着目すればよいか。

世界では、1990年代に地域通貨は急増し、日本

でもここ３年で地域通貨は大きく成長したこと

地域通貨が持つ意味と未来への展望
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は、すでに見たとおりである。今後は、地域通貨

の数の増大だけでなく、その目的や仕組みの複合

化や多様化が進むことが予想される。

現在、地域通貨はほとんどが紙幣型か口座型だ

が（一部に小切手型もある）、地域通貨をネット

ワーク型もしくはＩＣカード型の電子マネーへ応

用する実験はすでに行われており、今後、インタ

ーネットのさらなる普及と相まって、地域通貨の

電子マネー化が進むことになろう。そうなると、

地域通貨が基盤とする「コミュニティ」や「ロー

カリティ」も従来の血縁・地縁でなく、何らかの

テーマや関心を中心とするヴァーチャルな性格を

持つものが増えてくるにちがいない。言い換えれ

ば、町内会、小学校区、商店街レベルの「顔が見

える」地理的・地縁的な従来型コミュニティを基

盤とする比較的小規模な地域通貨のみならず、環

境、福祉、地産地消、グリーンコンシューマー、

ハッカー仲間といった多様な関心、課題、テーマ

を中心として集うヴァーチャルなコミュニティを

流通する地域通貨が増加してくるのである。

仮にある将来の時点で、地域通貨のためのプラ

ットフォームがインターネット上に形成されると

しよう。地域通貨サービスを提供するフリー・ポ

ータルサイトに行って、テーマやシステム仕様を

初期設定すればだれでも気軽にＬＥＴＳを始める

ことができるようになれば、メーリングリストの

ように普及していくのではないか。これは、地域

通貨の起動・運営・管理などのコストを著しく引

き下げるから、その数や種類は激増するにちがい

ない。そうなると、一つのフリー・ポータルサイ

ト上に、価値単位を円にリンクするもの、労働に

リンクするもの、赤字の上限を設けるものや設け

ないもの、ボランティアサービスの交換だけに限

定するものやしないものなど、いろんな仕組みの

ＬＥＴＳが生まれる。また、環境、福祉、イベン

ト、フェミニズムなどのテーマに沿った「関心系」、

狸小路商店街、富良野、下川、札幌などの「地域

系」、高校生、アルバイト、引退者などの「階層

系」など、さまざまな関心、地域等を特徴とする

ＬＥＴＳが形成されることになろう。すべてのＬ

ＥＴＳはプラットフォームを共有しつつも、それ

ぞれがシステムや目的・テーマによって区別され

る個性を持つし、その独自なテーマを表現する固

有名称を付けることができる。参加者は自分に合

ったシステムやテーマのＬＥＴＳに加入すればよ

い。これが、共通プラットフォーム上のMulti-LETS

である。マイケル・リントンは、自ら開発した

ＩＣカード（スマートカード）型システムの上に

ＬＥＴＳを構築しようと考えているが、ここで説

明したようなネットワーク型電子マネーにおいて

もそれは可能である。

各個人は、ちょうど一人が複数の銀行口座を持

ったり、何枚ものクレジットカードを持ったりし

ているように、いろんなＬＥＴＳに同時に加入す

ることになる。どんな種類の複数のＬＥＴＳに参

加しているかが、その個人の個性を表現するわけ

だ。このように、Multi-LETSはコミュニケーショ

ン・メディアとしての地域通貨の特性を高めるこ

とができる。

イギリスのＬＥＴＳＬＩＮＫ　ＵＫは、オーガ

ナイザーとして、イギリス国内のＬＥＴＳの起動

支援やＬＥＴＳ間のネットワーク化や相互連絡・

調整を行ってきた（現在は、活動を停止している

が）。そして、あるＬＥＴＳにおける地域通貨を

他のＬＥＴＳにおける通貨と交換できるようにし

た。このように、複数の地域通貨が互いに連結し、

広域の地域通貨になるというケースは、国内に50

万人の参加者を擁するアルゼンチンのＲＧＴにも

みられる。日本でも幾つかの地域通貨が提携し、

相互利用を可能にしようという動きも出てきた。

もちろん、このためには、双方の地域通貨が口座

型であるというように、システムが同じもしくは

通訳可能であるという条件が必要である。

地域通貨の電子マネー化が進めば、インターネ

ットやＩＣカード上で複数の地域通貨をリンクす

ることは容易になるし、各個人はいくつもの地域
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通貨に参加することができるので、ヴァーチャル

空間上に相互リンクする地域通貨のネットワーク

が出現するのもそう遠い先のことではあるまい。

自分の個性や価値観に応じて、さまざまな地域通

貨に所属し、それらを時と場所、相手におうじて

使い分けることができるようになれば、相異なる

目的や特性をもつ多数多様な地域通貨が大きさの

異なる流通範囲のレベルに―町村レベルから市、

都道府県レベルまで―存在することになる。この

ように、地域通貨のネットワークが低レベルから

高レベルへと多層的に形成されるならば、経済、

政治、文化のあり方が広範な影響を受けるだけで

なく、社会を構成する企業、行政、市民の意識や

価値観も変わるはずだ。こうして、はじめて広域

地域通貨の可能性が開けてくる。

以上の地域通貨の進化的シナリオをまとめれば、

１）地域通貨の多数化と多様化

２）地域通貨の電子マネー化とコミュニティのヴ

ァーチャル化（テーマ化）

３）地域通貨の多数化・多様化・多層化による個

人の複数地域通貨への多元的帰属

４）地域通貨のネットワーク化や広域化となる。

ここで詳述する余裕はないが、私が主宰した北

海道アカデミー政策研究チームは、このようなシ

ナリオの延長線上に、「LETS Doスキーム」とい

う北海道広域地域通貨構想を提案した（北海道自

治政策研修センター、西部忠監修『豊かなコミュ

ニティづくりを目指す地域通貨の可能性』第５

章）。もちろん、これは今すぐ実現可能な政策提

言ではない。むしろ、一つの長期的な展望という

べきでものである。いつかこれが実現すれば、Ｎ

ＰＯが経済の中核を担うような協同型社会への大

きな一歩となるだろう。地域通貨の可能性を最大

限に引き出すためには、このような大きなヴィジ

ョンと構想を積極的に提案し、協議し合うことが

求められているように思う。

■西部　忠（にしべ　まこと）

北海道大学大学院経済学研究科助教授

1989年カナダ・ヨーク大学修士課程修了

1993年東京大学博士課程修了

主な著書に「市場像の系譜学」他、地域通貨に関する

著作論文が多数ある。
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１．エコマネーの特徴と活用方法

エコマネーとは、一言でいうと、環境、福祉、

コミュニティ、教育、文化など、今の貨幣で表し

にくい価値を、コミュニティのメンバー相互の交

換により多様な形で伝える手段である。今までに

ない21世紀の「新しいお金」であるが、導入地域

は2001年６月現在で100地域をこえている。

エコマネーは、今のお金と180度異なるもので、

具体的には、次のような特徴がある。

a 地域の住民自身が発行する。行政ではなく

ＮＰＯ（非営利組織）のような住民主体の組

織で運営される。

s サービスメニューの登録が必要。「してほ

しいリスト」と「してあげられるリスト」が

冊子やインターネットなどで配布される。

d 貯めても利子はつかない。エコマネーをも

っているだけでは何の得にもならない。

f エコマネーと現金の交換はできない。エコ

マネーで商店などの商品やサービスを購入す

ることもできない。エコマネーは現金で表せ

ない「感謝の気持ち」を表すためのものだか

らである。

g 一定期間（３ヶ月、６ヶ月など）経過する

と振り出しに戻る。その意味でエコマネーに

は有効期限がある。

エコマネーの活用方法としては、コミュニティ

活動に関係するサービスであれば、何でもエコマ

ネーの対象になる。ボランティア活動に限定され

ない。以下は代表的なものである。

�. 福祉・介護に関するもの

全国各地で深刻な問題となっている介護問題を

解決するため、介護保険制度の対象となっていな

いサービス（たとえば、高齢者のお話し相手にな

るといった心のケアサービス）を提供する。また、

介護保険制度の対象になっているサービスであっ

ても、行政や民間の手が行き届かない場合は、行

政や民間によるサービスを補完する。

�. 環境に関するもの

ゴミのリサイクル活動に住民が参加したり、道

路端その他公共スペースに捨てられたゴミを清掃

する環境清掃サービスを提供する場合や河口の住

民が上流の山に広葉樹を植えて川の有機成分を回

復する環境保全サービスを提供する。

�. 高齢者へのインターネット普及に関するもの

商店街の空き店舗などを活用した高齢者向けの

インターネット教室を開設し、ボランティアの協

力を得てインターネットを教えるサービスを提供

する。

�. 都市部と山間部の住民の交流促進に関する

もの

都会のコミュニティと田舎の山間地の住民同士

の交流を促進するために、たとえば、都会の住民

なぜエコマネーは地域に広がるのか？
―地域コミュニティの再生と地域経済の活性化の両立―

加　藤　敏　春
（エコマネー提唱者）



が自分の庭やベランダで苗木を育てて、その苗木

を中山間地に持っていって植林ボランティアサー

ビスを提供する。山間地の住民はこれに対してカ

ルチャー・スクールを開設し、山村の文化を都会

の住民に対して教える。

２．エコマネーの仕組み

エコマネーの仕組みは極めてシンプルである。

図１を見ていただきたい。まず、住民、行政、企

業、各種ＮＰＯ、組合等の共同作業により、エコ

マネー運営団体（ＮＰＯなど）が設立される。

次に参加を希望する人は、エコマネー運営団体

にメンバー登録する。エコマネー運営団体は、自

治体や町内会・自治会などの協力を得て、本人か

らサービスの提供と受領に関する希望を聴取して

集計し、会報やインターネットのウェブなどの上

で「サービス・メニュー表」を作成する。

この「サービス・メニュー表」は、誰がどのよ

うなサービスを提供し、誰が何を求めているかを

知らせることを目的としたものであり、個々のメ

ンバー（場合によっては、複数の場合もあります）

は、「サービス・メニュー表」をもとに相手方に

コンタクトし、取引を開始する。

メンバー間の実際の取引は相対で行われ、両当

事者により取引価格が決定される。その後参加メ

ンバーの中で取引をＡさんからＢさんへ、Ｂさん

からＣさんへ、ＣさんからＤさんへ、Ｄさんから

Ｅさんへ、といった具合に連鎖的に広げる。

エコマネーに参加する住民は、環境、コミュニ

ティ、文化のそれぞれのケースでエコマネーを活

用して、新たにサービスを交換することができる。

エコマネーの活用をいずれか一つの分野に限定す

る必要はない。たとえば、ＡさんとＢさんとの取

引が「環境」に関するサービスでおこなわれ、Ｂ

さんとＣさんとの取引が「コミュニティ」に関す

るサービスでおこなわれ、さらにＣさんはＤさん

と「文化」に関する取引をする。そんな形で、取

引がメンバー間で連鎖的に広がっていく。

各メンバーの取引はその都度各自の口座に記録

され、メンバーには毎月定期的にバランスが通知

される。

さらに、各メンバーの個人勘定の残高は、他の

メンバーもわかるように情報公開される。これに

よって、つねに残高がマイナスを記録しているメ

ンバーとの取引は、自制されるという効果が期待

できる。

また、プラスやマイナスの残高に利子がつくこ

ともない。残高は「エコマネー運営団体」全体で

はつねにプラスマイナスゼロになっている。一つ

のサービスが実行されるたびに、提供者にプラス

が加算されれば、サービスを受けた人に、それと

おなじ分のマイナスが生じるしくみなので、全体

を合算すれば、つねにゼロとなる。

個人勘定において残高がどれほど増加しても、

そのエコマネーはコミュニティの中でしか使い道

はない。逆に、残高がマイナスになっても債務を

返済する義務もない。エコマネーでの取引を続け

ることによってバランスを回復すればよいのであ

る。

また、取引にあたっては、中立的な立場にある

「コーディネーター」を通じてマッチング（サー

ビスを依頼する人と提供する人をうまく結びつけ

ること）する場合もあります。 これは、顔見知

りの関係でない者の間でもコンタクトを容易にし

たり、サービスの提供者と受領者との間のマッチ

ングを容易にする効果がある。これによりエコマ

なぜエコマネーは地域に広がるのか？
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図１　エコマネーの仕組み



ネーの循環が促進されることが期待される。

エコマネーでの取引は、一定期間経過後は（３

ヶ月、６ヶ月など。具体的には、コミュニティご

とに決める必要があります）振り出しに戻す。そ

の意味で、エコマネーには有効期限がある。この

ことは、後述するように、エコマネーでの取引は

債権債務関係ではなく、メンバー間の信頼関係に

基づくものであるからである。

振り出しに戻る際、残高がプラスで期間中活発

に取引した人に対しては、地域のエコマネー運営

団体や「エコマネー・ネットワーク」から表彰が

行なわる。このような方には、お金ではなくお金

に代えられない栄誉で報いることが適当と考えら

れるからである。

エコマネーを受け取った住民は、エコマネーを

活用して、新たにサービスを交換することが可能

である。また、受け取ったエコマネーを高齢者や

福祉関係団体に譲渡して、その高齢者や福祉関係

団体が介護サービスを受ける場合に活用すること

ができる。また、粗大ゴミの回収をしてもらうと

きに市町村等に払う手数料の支払いにあてたりす

ることもできます。この場合は、行政の協力が必

要である。

以上のようなエコマネーの取引を促進するため

には、メンバー間の信頼関係が前提となる。その

ため、メンバー同士の定期的な交流会（エコマネ

ー・フェスティバルなど）などを通じて、オフラ

インの交流も進め、信頼関係の醸成に努めること

も必要である。

３．エコマネーの浸透状況と「エコマネ

ー・ネットワーク」の活動

エコマネーは多様なコミュニティを形成し、コ
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図２　「エコマネー」を推進しようとしている主な地域
（2001年7月現在）



ミュニティにおいて信頼を創造するものである。

私は、このようなことを97年から考えはじめ、エ

コマネーを提唱してきたが、99年春頃から、エコ

マネーを導入しようという話が各地域で持ち上が

ってきた。特に、2000年２月に栗山町（北海道）

でエコマネーの導入が始まった前後からは、ＮＨ

Ｋ、日本テレビ、フジテレビなどのテレビで報道

されるとともに、読売新聞、毎日新聞、朝日新聞、

日本経済新聞などの新聞でもエコマネーが大きく

報道され、社会からも関心を持たれるようになっ

た。

「信頼を創造する貨幣を創ろう！」。こうした

発想から生まれたエコマネーのエコーは、今や日

本全国をこだまするようになっており、2001年６

月現在で100を超える地域コミュニティで導入さ

れ、その数は日々増加している。栗山町のほか、

多摩地区（東京都）、駒ヶ根市（長野県）、高岡市

（富山県）、富山市（富山県）、草津市（滋賀県）、

宝塚市（兵庫県）、高知市（高知県）などで導入

されているが、図２はそのうち代表的なものであ

る。

図３は、エコマネーを推進するための中核機関

として設立された「エコマネー・ネットワーク」

（http://www.ecomoney.net/）の活動と組織図であ

るが、活動の主眼はエコマネー導入に関する地域

へのサポートにある。具体的には、各地域に対し

てエコマネーに取り組む各段階で、以下のコンサ

ルティング・サービスを提供している。

� 各地域における研究会における検討

� 対象事業の選定

� 導入マニュアルの提供

� システムの開発設計

� 情報ネットワークの活用への支援

� トータル・システム導入の支援

� システムの評価

「エコマネー・ネットワーク」の活動は、2001

年より第２期を迎えている。第２期においては、

「エコマネー」そのものの推進事業に加えて、後

述する『「エコポイント」事業』や「エコマネー

企業コンソーシアム」（「コミュニティ・ネットワ

ーク」を活用したエコミュニティを創造するため、

関係企業よりなるコンソーシアムを結成し、コミ

ュニティ・ポータルサイト、「エコマネー」オー

クション・サイトの開発・普及などを行う。ＮＴ

Ｔ東、ＮＴＴ西、ＮＴＴソフト、ＮＴＴドコモ、

ＮＴＴ－ＭＥ、日立、凸版などが参加）の関連事

業も発足させて、企業などにも関係者のネットワ

ークを拡充しながら推進する体制を整えている。

また、2000年12月31日からインターネット上で

開催されているインターネット博覧会上において、

エコマネーの世界を３Ｄ空間上で疑似体験できる

「エコライフのパビリオン」（http://www.inpaku.go.

jp/ecolife21/）を出展している。

４．他の地域通貨との共通点と相違点

エコマネーは、日本独自のものである。しかし、

エコマネーと同じ考え方である「地域通貨」は、

世界中で2,500以上登場している。「ＬＥＴＳ」と

いう名称の地域通貨は、イギリス、ドイツ、オー

ストラリア、ニュージーランド、アルゼンチンな

どで広がっている。また、介護・福祉の分野での

ボランティア・サービスを対象としてアメリカで

活用されている「タイムダラー」がある。日本で

はエコマネー登場以前に、有償ボランティア運動

の対価として発行されるふれあい切符やタイムダ

ラーの日本版ともいうべき「時間預託」が展開し

なぜエコマネーは地域に広がるのか？
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ている。

このような地域通貨は、1990年代から登場し世

界各地に広がっているが、それぞれの目的をもっ

ている。簡単に言えば、「ＬＥＴＳ」は経済的不

況、低所得者対策として、アメリカの「タイムダ

ラー」は少数民族（マイノリティ）コミュニティ

対策として登場している。それに比べて日本のエ

コマネーは、少子高齢化社会の到来、環境問題の

解決などの課題を解決しコミュニティ再生を目指

すことを目的としている。

エコマネーは、他の地域通貨の理念をもとり入

れながら、生活者一人一人が新しいコミュニティ

を創造しようという未来指向のものである。その

意味で共通しているところもあるが、違うところ

もある。エコマネーの最も重要なところは、生活

者一人一人がコミュニティ形成に取組み、エコマ

ネーそのものを発展していくことにある。エコマ

ネーを発行するのは一人一人の生活者であり、流

通させていくのもその生活者なのである。

最初から決められたエコマネーがある訳ではな

く、その形はどんどん“手に馴染むように”発展

して変化していく（この点で、私は「エコマネー

は進化するお金である」という表現をよく使って

いる）。

新しいコミュニティを作るのは、従来のように

行政などのトップダウンの試みではない。主役は

エコマネーを使う生活者一人一人であり、このコ

ミュニティにおける「組織から生活者一人一人」

への主役の交代を、21世紀において実現するのが

エコマネーなのである。この点で従来の地域通貨

は、円、ドル、ポンドなどのお金の代替となるも

のを構築しようという側面が強かったと思われる。

具体的に述べてみよう。エコマネーの位置づけ

を、縦軸にボランティア経済か貨幣経済か、横軸

に信頼関係か債権債務関係かをとって分類する

と、図４のようになる。

エコマネーは、ボランティア経済（お金で表し

にくい環境、福祉、教育、文化などの領域）を対

象にして、信頼関係（同等のサービスが自分に戻

ってくる“請求権”を獲得するという債権債務関

係とは異なり、メンバーの信頼の醸成＝相身互い

によって処理する）により流通する。簡単に言え

ば、「ボランティア経済＋信頼関係」である。こ

れとの対比で言えば、ＬＥＴＳは「貨幣経済＋信

頼関係」、タイムダラー（時間預託）やふれあい

切符は「ボランティア経済＋債権債務関係」の考

え方で構築されている。

このようにエコマネーと他の地域通貨とは異な

ったところもあるが、 ＬＥＴＳ、タイムダラー

（時間預託）、ふれあい切符などの地域通貨は、自

立分散型社会を形成しようという点において共通

の基盤を有しており、エコマネーの運動展開にお

いてもこれらの動きと連携していくこととしてい

る。

５．「コミュニティ・ビジネス」：ＬＥＴＳ

の限界と「エコマネー」の発展性

私は「エコマネー」とともに、地域経済の活性

化を図るため「コミュニティ・ビジネス」の手法

を提唱している。「エコマネー」は地域コミュニ

ティにおける人間関係の再生を図るものである

が、「コミュニティ・ビジネス」は地域経済の活

性化を図るものであり、「エコマネー」と「コミ

ュニティ・ビジネス」は車の両輪の関係にある。

前述したＬＥＴＳという地域通貨は、従来お金
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図４　信頼の通貨「エコマネー」の位置づけ



で取引されていた財やサービスを地域通貨による

取引に置き換えるものであり、商取引の代わりと

しても使われるが、利用者にとって経済的取引を

行うにあたってはお金よりも便利なものはなく、

その効果は限定されている。現にＬＥＴＳが多く

導入されているイギリスの例などを見ると、1990

年代初めに登場したＬＥＴＳは次第にお金に吸収

されている。また、ＬＥＴＳのような手法には法

制度上の問題もある。

地域経済の活性化は、ＬＥＴＳのような手法よ

りも、むしろ今のお金を地域でできる限り循環さ

せる工夫をすることにより対応されるべきあり、

そのための手法として私が提唱しているのが「コ

ミュニティ・ビジネス」である。

「コミュニティ・ビジネス」は、介護・ケアビ

ジネスのほか、ものづくり、環境、医療、商取引

など各種の領域にわたり、地域の課題を解決する

ため、住民、産業界、行政、研究機関などがパー

トナーシップを組んで取り組むもので、地域の資

金循環の構築に大きなインパクトを与える。

具体的なポイントとしては、

� コミュニティの課題を、従来のように税金を

投入する行政の手法ではなく、ビジネスチャ

ンスとして捉えてビジネスの手法により解決

する。

② 担い手は、アントレプレナーシップ（起業家

精神）をもってコミュニティの課題を解決す

る「市民起業家」である。

③ ＮＰＯやボランティア活動などの非営利活動

によって生まれたコミュニティ価値を経済的

な価値に変換する。

④ 営利活動と非営利活動の両面を有する。

⑤ 生み出された経済的価値をもって、ＮＰＯな

ど地域コミュニティの運営団体の活動の財源

とする。

⑥ 介護、福祉、育児、家事支援、教育、環境保

護、動物愛護、ものづくり、観光、まちづく

り、インターネットのコンテンツをつくるビ

ジネスなど、いろいろな分野にわたる。

というものである。

「コミュニティ・ビジネス」の具体例について

は図表５に示しているが、これらの「コミュニテ

ィ・ビジネス」に対しては、国などの創業に関す

る政策支援が活用できる。紙面の関係もありこれ

以上詳述することはできないが、国の第３セクタ

ーである「商業ソフトクリエーション」

（http://www.softcre.co.jp/）は、「エコマネー・ネッ

トワーク」（http://www.ecomoney.net/:�03－3518－

2511:�03－3518－2515）と協力しつつ「コミュニ

ティ・ビジネス」に関する具体的な支援活動も展

開しているので、ご相談いただきたい。

なぜエコマネーは地域に広がるのか？
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図５　「コミュニティ・ビジネス」の具体例
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１．はじめに

最近、今年初旬に文化庁が行った「国語に関し

ての世論調査」の結果を見て、興味深く思うこと

があった。それは、「情けは人のためならず」と

いうことわざの本来の意味を聞いた２つの選択肢

からなる設問の結果である。その選択肢とは、

「人に情けをかけておくと、巡り巡って結局は自

分のためになる」と「人に情けをかけて助けてや

ることは、結局はその人のためにならない」であ

るが、当然本来の意味は前者である。しかし驚く

ことに、前者47.2％、後者48.7％で、後者を選択

した人の方が多かったのである。本来の意味では

ない後者を選択する人は、年齢別に見ると40歳以

下でその率は60％を超えている。ことわざの使わ

れ方は、時代の流れと共に変化しうるので、本来

の意味とは違う使われ方をしていてもそれ自身が

問題ではないが、今日の世相の一部を反映してい

ないとは言い難い。このような一種の逆転現象は、

地域における人と人の関係のような現実の生活の

中で観察できるように思われる。

そもそも、地域に住んでいる人、地域で事業を

している人にとって、自分だけ良かれという発想、

つまるところ循環する人と人の関係性を考慮に入

れない発想には通常行きつかない。現在のように、

資本や労働など多くのものの流動性が高まり、

「地域」という枠が消滅しつつあるという条件下

でしか、そのような発想は成立し得ないであろう。

このような現状の流れが、「人に情けをかけて助

けてやることは、結局はその人のためにならない」

という自己完結型の解答をする人が、増えてきた

背景にないとは言えない。その中、経済の観点か

ら「地域」という枠を再考し、地域経済の循環性

を考える際に、先達が残した様々な知見を噛み締

めてみる必要がある。例えば、近江商人の有名な

家訓に「三方良し（売手良し、買手良し、世間良

し）」というものがある。利益が得られるからと

いう動機のみで商売するのではなく、世間が求め

ているから、世間のためになるからという動機づ

けが必ず求められている。取引相手が喜んで買い、

自分は儲かり、しかも世間が豊かになる、つまる

ところ、世間があって、自分の生業が成り立って

いることを十分に認識していた家訓である。ここ

には、まさしく循環する人と人の関係性を重んじ

た「情けは人のためならず」の本来の意味が含有

されている。このような人間関係が基盤にあって

こそ、地域において事業がうまくいき、社会生活

が充実するのではないだろうか。循環型社会を考

える際に、やはり基本となるのは、そこに存在す

る対等な個と個の関係性・相互性であり、そこか

ら新たな経済関係を紡ぎ出す可能性が、昨今話題

になっている地域通貨は秘めているのではないだ

ろうか。

地域通貨による循環型社会の構築

泉　　　留　維
（東京大学大学院総合文化研究科）



２．循環型社会の構築について

循環型社会とは、旧来のような無制限な経済成

長を目指すのとは違う持続可能なシステムが構築

された社会を一般には指しているように思える

が、何が循環し、その循環をどうすれば実現でき

るのか、そしてそもそも循環を作り出すべき地理

的範囲は、と様々な論点が存在し、識者ごとに見

解が違っている。また、元来、資源の分布は地域

によって異なり、気候・風土にも地域差が存在す

るため、地域でできる生産と消費の間には必ず不

一致が起こる。その中で、循環型社会の構築とい

う経済の地域化において、全国的循環や広域的循

環に依存している財を可能な限り地域内循環に変

換していく努力を払うべきであり、私的利益の一

部を公共性のあるものへ転化していく考慮を払う

べきであろう。

循環型社会の基本には、「自然の循環の軌道に

乗っておこなわれる」経済（�）が存在するであろう

が、それを達成するためには、その循環の形成の

中心となる地域住民のつながりが存在しているこ

とが重要である。ここで、持続可能な人間の経済

活動のあり方を念頭に置けば、ヘーゼル・ヘンダ

ーソンの「産業社会の生産的構造」という図式が、

循環型社会と地域住民の関係を考える上で重要な

ヒントを与えてくれる。

図１：産業社会の生産的構造（デコレーション

付き三段ケーキ）（�）

ヘンダーソンは、「産業社会の生産的構造」を

「デコレーション付き三段ケーキ」（Three-layer

cake with icing）に見立てた円柱形で示していて、

それは大きく分けて上下二つの生産部門によって

構成されている。すなわち、円柱の土台となる下

半分は非貨幣的生産部門があり、その上に貨幣的

生産部門がのっている。それぞれの部門は、さら

に二層に分かれている。土台の非貨幣的生産部門

には基盤として「自然の層」があり、その上に

「社会的共同対抗経済」がある。一方、貨幣部門

は、下層がＧＮＰ「公的」セクター（政府セクタ

ー）であり、その上にデコレーションとしてＧＮ

Ｐ「私的」セクター（企業セクター）の層がある。

このヘンダーソンの図において注目すべきは、

「市場経済の中でのモノとサービスの生産・流

通・消費」（貨幣部門）の領域を「非市場経済の

中でのモノとサービスの生産・流通・消費」とい

う基礎が支えていることである。そこには、家族

や地域社会という顔の見える「信頼」関係を通し

て生産・流通・消費・廃棄されるモノとサービス

の領域であり、市場部門と対抗、また補完関係に

ある。さらに言えば、生産における社会的基層の

下に自然の層が存在しているのは、資源分布・気

候・風土の相違、すなわち土地の固有性がまず認

識される必要があるからであり、それを基盤に地

域における信頼関係とそれに則った生産・流通・

消費、そしてそれらを土台にして存在している市

場における生産・流通・消費が行われ、全体とし

て人間社会の経済が成立しているのである。

言いかえれば、財の流通システムの違いから、

経済全体を、個人間の相対の原理、もしくは無償

の原理が働くインフォーマルな経済と市場原理が

働くフォーマルな経済に分けて考えることができ

る。基本的にインフォーマルな経済が、人間生活

にとっても、フォーマルな経済の展開にとっても、

常に基幹をなす部分である。いかなる社会といえ

ども、家族及び対人関係の自発性に基づく生産的

な構造、すなわちボランタリー経済なしには存在

し得ない、とも言える（�）。

これらを鑑みれば、循環型社会を議論する上で、

�現在私たちが使用している円貨を市場部門にお

地域通貨による循環型社会の構築
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いていかにして地域で循環させていくのか、�非

市場部門である互酬的な取引をどのようにして促

しコミュニティを再生・再構築していくのか、と

いう大きく分けて２つの視点が必要になってく

る。当然ながら、この２点は、断絶して議論がで

きるものではない。すなわち、地域分権的（局地

的）市場経済部門と非市場経済部門の結合という

地域経済の自立こそが、循環の経済の基礎として

構想されるべきである（�）。それでは、具体的に地

域通貨は、循環型社会の構築に向けてどのような

役割を果たしうるのかを考えていく。

３．循環型社会と地域通貨

まず、地域通貨とは、どのような背景から誕生

し、機能しているのかを簡単に触れてから、循環

型社会の構築との関係に入りたい。

1980年代初頭から欧米を中心にまず広まってい

き、現在では全世界に3,000以上もの地域通貨シ

ステムが存在しているといわれている。このよう

な世界的な地域通貨への関心の高まりの社会的背

景には、資本主義のグローバル化と共に進展した

国家の枠を越えた経済行動に注目が浴びる一方

で、日常生活が展開される地域にも大きな関心が

払われるようになったが、このようなグローバリ

ゼーションとローカリゼーションという流れが対

峙する中で生じた以下のような４点の問題がある

からだと考えられる（�）。

�南北問題の拡大と地球環境の劣化

�投資家によって一定の収益をあげられないと

見なされた地域の一方的な衰退

�都市化などに伴う伝統的な地域コミュニティ

の崩壊

�国際金融市場の進捗とその不安定性による地

域経済の自己決定権の喪失

世界各地での地域通貨の誕生には、地域がこの

ような問題が深刻になるのを未然に防ぎ、地域か

らアクションを起こしていくことで地域の自立性、

多様性を創出し、資本主義の進展に伴う市場のグ

ローバル化に対応して、信頼に基づいた新しいコ

ミュニティの構築、支え合いの地域づくりをめざ

して始まったという背景がある。

そして、地域通貨とは一般に、独自の基準や相

対取引の中での評価に基づき、モノやサービスな

どを価値づけし、その価値を交換手段として表象

化した紙券や通帳などを用いて、一定の地域やグ

ループまたはテーマコミュニティ内で互酬的な取

引を行うシステムのことで、現行の貨幣である

「国民通貨」とは違った「もうひとつのお金」と

も言うべき働きをするものを指している。このよ

うな地域通貨は、以下のような大きく５つの特徴

を持っている（�）。

�流通範囲・期間・目的等に制限を加えた通貨

ないし交換の仕組み

�必ずモノ・サービスの取引に伴って移動

�人々の互酬関係の下で循環

�価値の交換手段に特化したものであり、基本

的にゼロ利子

�国家という公的なセクターが発行するもので

はなく、基本的に市民・地域共同体といった

共的なセクターが、地域の問題解決または環

境改善等のために発行

私たちが普段使用している国民通貨、例えば円

貨、と比較した場合、地域通貨は、国民通貨が、

いつでも、どこでも、何に対しても、また誰に対

しても使用できるのと反対に、様々な制限があり、

相違がある。特に言えることは、市場経済の中で

使用される国民通貨は、名前の無い通貨、すなわ

ち誰が使用したか分からない匿名性の通貨であ

り、一方で、地域通貨は、会員制や裏書きをする

などという意味も含めて、限られた範囲の中で使

用される非匿名性の通貨であること。すなわち、

地域通貨は、国民通貨が匿名性を特徴とするのに
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対して、非匿名性という特徴を持つために多くの

情報を載せることが可能となることである。「有

名」の世界を地域に復活させることによって、地

域社会の連帯を強める役割を果たす存在、すなわ

ち、個人の顔、名声、能力などを地域において顕

在化させる道具であると言えよう。

このような特徴等を持つ地域通貨は、循環型社

会の構築に対して、どのような貢献を果たすので

あろうか。先述のような非匿名性などの制限が課

せられていることは、地域通貨と国民通貨という

二重通貨建てで取引が行われるとき、より制限さ

れているものに引きずられて、国民通貨の資金循

環を地域通貨が使える地域内に閉じこめる効果を

持つことになる。もし、地域が可能な限り域内で

資源を循環させたいと考えるのなら、それに対応

する資金循環を作り出さなくてはならない。地域

通貨は、非市場的な領域で互酬的な循環を生み出

すだけでなく、市場領域にもにじみ出すことで資

金循環を生み出すという役割を果たすことができ

るであろう。地域通貨導入することで国民通貨の

一部を地域内に止め、地域の経済循環を高めるよ

うに資金が循環することになる。また、今まで市

場を通して供給できなかった、または市場を通し

て地域にとっての最適な配分がなされなかったモ

ノ・サービスが地域で流れるようになり、地域通

貨導入によって地域の購買力をとじ込め、今まで

のような流出を防ぐことが可能となる。つまり、

地域限定の通貨を併用する二重通貨システムを導

入し、国民通貨を地域通貨に併用させるかたちで

の取引を仕組むことで、地域通貨ばかりか国民通

貨が地域で循環する仕組みを作りだせるのであ

る。このような循環は、国民通貨だけの世界では

成立し得ない。

しかし、このように地域通貨の導入によって国

民通貨が内部化される可能性もあるが、地域通貨

が循環型社会の構築の上でもっとも果たすべき役

割は、別にある。すなわち、地域における信頼の

ネットワークを築くのが、もっとも果たすべき役

割であり、もっとも機能する役割である。単純な

取引を考えても、相手との信頼関係が全くない場

合は、信用を供与しても、その清算までの時間は

短くならざるを得ず、また清算までの時間に対す

るコストを高く見積もることであろう。地域通貨

は、基本的な信頼関係の構築・醸成、非市場部門

の活性化を主としながら、国民通貨を取り込むこ

とによって、市場部門にまでその役割をにじみ出

しているのである。そして気をつけるべき事は、

私たちが日常使用している円貨という国民通貨を

凌駕・代替し、地域化するものではなく、基本的

に資金循環の地域化の役割は、また別の仕組みに

求められるべきである。経済の地域化という中、

基盤となる信頼関係の構築において地域通貨の可

能性が語られるべきである。そして、信頼関係が

構築された、もしくはその途上であるという前提

が存在した上で、次に本格的な資金循環の地域化

という順序となろう。直接金融が盛んになったと

はいえ、地域社会においては大きな預金引受先で

あり、資金調達先でもある地域金融機関が、その

役割を担うべきである。

つまるところ、「地域通貨」は、互いのモノや

サービスの交換のために使用され、地域の中で循

環することでグループ内の助け合いを生みだし、

特定の地域内でのモノやサービスの交換を活性化

し維持することにその特徴がある。また、地域限

定の通貨を併用する二重通貨システムを導入し、

国民通貨を地域通貨に併用させるかたちでの取引

を仕組むことで、地域通貨ばかりか国民通貨が地

域で循環する仕組みをつくろうとしている面もあ

る。要するに、人と人の顔の見える関係づくりや

コミュニティづくりを図りながら、農業や商業な

どからなる地域経済を地域の人々が支え、モノづ

くりにおける生産者と消費者の対等で、直接的な

関係を取り戻していく、循環型社会を目指した地

域開発の仕組みの１つと言える。

地域通貨による循環型社会の構築
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４．おわりに

現在、世界中には数多くの地域通貨が存在して

いるが、実際に循環型社会の構築のような理念・

目標を掲げ、地域においてそれが達成しつつある

事例は未だにないといってもよい。その片鱗を嗅

ぎとれるものとしては、アメリカのニューヨーク

州イサカ市で行われている「イサカアワーズ」ぐ

らいであろうか。文末脚注の参考文献（�）や（�）

からイサカアワーズの概要を引用し、以下に簡単

に紹介する。

イサカアワーズは、1991年に始まった人口約３

万人のイサカ市の中心部から約20マイル四方での

み流通する地域通貨である。地域コミュニティの

能力や資源を可能な限り地域コミュニティ内で保

持し、自らの生活に活かしていくための手法とし

て考えられた。それをあらわすように、アワー紙

券の裏面には、「イサカアワーズは、われわれの

富を地域で循環させることによって、地域のビジ

ネスを刺激し、新しい雇用を創出しようというも

のである。イサカアワーズは、われわれの技術、

われわれの時間、われわれの道具、われわれの森

林・土地・川などの真の資本によって支えられて

いる」と書かれている。

イサカアワーズには５種類の紙券があり、それ

は、２アワーズ、１アワー、1／2アワー、1／4ア

ワー、1／8アワーである。１アワーは、10ドルと

等価であり、これはイサカ市が所在するトンプキ

ンス郡の１時間あたりの平均賃金に相当する。そ

して、�イサカアワーズの宣伝紙「アワータウン」

に初めて宣伝を出したときのお礼、�市民団体へ

の寄付、�ビジネスへのローン、という形でイサ

カアワーズ管理委員会が紙券を発行している。

それでは、このイサカアワーズは、どのような

形で、どの程度町の中で使用されているのだろう

か。町の中心部にある商店街、地元資本の生協、

イサカ市に多く存在する小規模農家が生産物を持

ちよって行われるファーマーズ・マーケットが、

主な事業参加者である。また、個々人の「提供で

きるモノ・サービス」と「欲しているモノ・サー

ビス」の情報を載せ、個人間の取引を促進したり

する宣伝媒体として、先述の「アワータウン」が

利用され、イサカ市のコミュニティバンクでは、

アワーで手数料を受け取ったり、地場のビジネス

に一部アワーをかませて融資を行ったりしてい

る。このように地元の財を宣伝・売買する場があ

り、それを利用する市民がいるのである。若干デ

ータは古いが、98年のアワーによって行われた推

定の取引高は、40万2000ドルに相当する。そして、

2000年３月現在では、数千人の地域住民と約400

ものビジネスがアワーを受け入れて、日々取引を

しているのである。ただ初めからこのような規模

で行われていたわけでなく、最初は「おもちゃの

お金」と揶揄され、開始半年で100人弱程度の参

加者しか得られなかったが、イサカアワーズの紙

券の裏に書かれているような理念に賛同し、農

家・商店街・コミュニティバンク等が徐々に参加

していくことで、「まち」に根差していき、現在

に至っている。ちなみに、日本においては、循環

型社会の構築を目指し、事業者も参加しつつある

千葉市の「ピーナッツ」や滋賀県草津市の「おう

み」は、日本における地域通貨の先進例と言って

も良いかもしれないが、まだイサカアワーズのよ

うな規模にはなっていない。

イサカアワーズは、地域通貨一般に言えること

でもあるが、「有名」という特徴を持つことによ

って多くの情報を運び得るため、そして取引がメ

ンバーの相対で行われるため、取引が繰り返され

る度にメンバーとしての連帯感が育まれ、情報の

共有や譲渡が自然に行なわれやすくなり、信頼関

係が醸成されていく。そして、事業者にとっては、

取引コストや情報コストなどの削減効果を得るこ

とができ、また、地場の事業者、そして個人は、

地域社会のなかで果たす役割を自覚しやすく、ま

た積極的な評価も受けやすいので、地域通貨の利

用が、社会貢献にもつながっていることを認識し

やすい。
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地域通貨は、地域社会に信頼のネットワークを

作りだし、人が持つ私的利益の一部を公共性のあ

るものに転化させ、市民が主体的に地域社会や地

場の経済社会に貢献しうる仕組みなのである。つ

まり、地域通貨導入により、�社会経済の基盤で

ある非市場領域の活性化、�デュアルカレンシ

ー・システムとなり国民通貨を内部化することに

よる分権的市場領域の構築、を図ることができる。

そして、地域通貨により地域経済の基層が整備さ

れることによって、分権的市場領域の活性化のた

めに重要となる、地域金融機関、例えば地域住民

の出資からなる共同組織金融機関（例えば具体的

には文末脚注の参考文献（�）を参照）による資

金循環の形成が初めて可能になる。ただし、その

ためには、アメリカのＣＲＡ（Community Reinvest-

ment Act＝地域再投資法）の日本版導入や、地域

の特産物や農産物を倉庫証券として地域金融機関

が受け入れ、その倉庫証券を地域通貨的に循環さ

せるなどの新たな法制度や仕組みがさらに必要と

なるであろう。
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１． 地域通貨とは何か

「地域通貨」とは、地域（コミュニティ）が内

部で流通する“通貨”を発行することにより、市

場を介さずに人々が直接、サービスやモノを交換

できるネットワークのことである。

一般に、「通貨」というものには、�交換手段

としての機能、�価値保蔵の機能、�計算単位と

しての機能、という３つの基本的機能があるとさ

れているが、「地域通貨」は、それぞれの点で一

般通貨とは異なる性質を有している。1

「�交換手段としての機能」についてみると、

一般の貨幣の場合、モノやサービスの価格は市場

での交換を通じて決定され、その市場価格をわれ

われが受け入れるという関係が普通である。

これに対して地域通貨においては、価格を決め

るのはサービスや財を取り引きする会員同士であ

り、比較的自由で多様な値づけが行われることで、

結果として「一物多価」の世界を構築することに

なる。

また、「�価値保蔵の機能」についてみると、

「地域通貨」は、あくまで財やサービスの媒体と

して用いられるのみであり、投機の手段や目的と

しては使用されないため、利子はつかず、インフ

レの懸念もない。

さらに、「�計算単位としての機能」について

も、現行の通貨の場合は、お金をより多く持って

いる人が、副次的に他の力（権力、政治力、等）

をも持つことになりがちであるが、地域通貨の場

合は、単なる取引上のアカウントとしての意味し

かない。

２． 地域通貨の先進事例「ＬＥＴＳ」

このような特性を有する地域通貨の先進事例の

一つとして、「ＬＥＴＳ」をあげることができる。

「ＬＥＴＳ」とは、Local Exchage and Trading

Systemの頭文字の略であり、地域経済交換制度

とも訳される。2

ＬＥＴＳは、1983年にカナダのバンクーバー島

にある人口約５万人のまち・コモックスバレーに

おいて、マイケル・リントン（Michael Linton）

氏によって開始された。そして1985年、当時の西

ドイツで開催されたＧ７サミットに対抗し、緑の

党がアメリカ・ワシントンで主催した「The Other

Economic Summit」において、リントン氏がＬ

ＥＴＳのアイデアを紹介したことから、英語圏の

諸国に広がったようである。

現在ではカナダを始め、イギリス、アメリカ、

オーストラリアなど世界各国で導入・実施され、

組織数は数千を超えていることから、世界で最も

普及している地域通貨とも言われている。このＬ

ＥＴＳに参加を希望する人は、最初に自分が暮ら

している地域（コミュニティ）のＬＥＴＳ事務局

に会員登録をして、自分名義の口座を開設し、

「自分が提供できること／自分に提供してほしい

地域通貨は地域に何をもたらすのか

太　下　義　之
（1三和総合研究所芸術・文化政策室長／

主任研究員）



こと」の＜メニューリスト＞を作成することにな

る。各会員は必要なサービス等が生じた時に、そ

のリストを眺めて、そのサービスを提供してくれ

そうな会員に直接連絡をとり、個別に取引を決定

していく仕組みとなっている。

取引が成立した場合には、サービス等を提供し

た会員にはプラスのポイントが、逆に提供された

会員にはマイナスのポイントが付くことになる

が、会員全体としてはプラスマイナスゼロとなる。

このような会員間の取引をＬＥＴＳ事務局が記

録して、その結果を公表しているため、会員間で

各人の残高情報が共有されることになる。これは、

特定の会員のマイナス残高が拡大しすぎないよう、

会員同士が互いに気づき合う仕組みとも言える。

もっとも、口座がマイナスとなったからといっ

て、即座に返済する義務が生じるわけではない。

ＬＥＴＳ全体の中では原則としてプラスマイナス

はゼロであるため、コミュニティ内での循環を通

じて、いずれバランスを回復すればよいというこ

とになる。

このことからわかる通り、ＬＥＴＳにおいては、

通貨の発行が個人（会員）に委ねられており、各

会員は、必要が生じた時に“通貨”を発行できる。

いわば、会員同士の信頼感にもとづいて通貨が発

行される仕組みとなっている。

なお、ＬＥＴＳ会員の口座のアカウントは最初

はゼロからスタートするが、ある会員がＬＥＴＳ

によってサービスを受けようとしたときに、アカ

ウントをプラスにしておく必要はないし、マイナ

スでも取引が可能である。

この理由は、当然のことではあるが、自分がサ

ービスを受ける前にアカウントを獲得しなければ

ならないとすると、会員全員が両すくみとなって

しまい、誰もＬＥＴＳを始めることができないか

らである。

ＬＥＴＳの中で発行された通貨は、そのシステ

ムの中でのみ循環することができ、一般の通貨と

交換することも、システムの外に通貨を持ち出す

こともできない。金融用語で言い換えると、ＬＥ

ＴＳの通貨は永遠に償還できない、と言うことに

なる。

つまり、ＬＥＴＳは、市場経済の対象とならな

いコミュニティ内のコミュニケーションそのもの

を取引の対象とすることにより、コミュニティに

おいて必要な価値の循環を促進する「通貨」なの

である。

３． わが国にも昔からあった「地域通貨」

このように地域通貨の解説をすると、地域通貨

とは外国から輸入された新しい概念のようにも思

われるが、実はわが国においても従来より「地域

通貨」はちゃんと存在していたのである。

まず、「地域通貨」を“通貨”という視点から

みると、江戸時代には、幕府が発行した紙幣に対

して、諸藩が各領内での流通を目的として独自に

発行した「藩札」と呼ばれる地域通貨が存在して

いた。

1871年（明治４年）の廃藩置県の際における新

政府の調査によると、諸藩の総数の約８割にあた

る廃藩置県時には244藩・14代官所・９旗本領で

「藩札」が発行されていた、とのことである。3

このような地域通貨が発行された背景・目的と

しては、＜江戸時代における生産力の上昇＞→＜商

品の流通進展＞→＜通貨需要の増大＞→＜通貨不

足＞という経済情勢があったものと推測されてい

る。

なお、藩札は兌換紙幣であったため、本来であ

れば発行に見合うだけの準備金が用意されている

はずであるが、各藩の財政困窮を背景として、準

備金のないまま藩札が発行されてしまい、結果と

して大騒動に発展してしまったケースもあったよ

うである。

一方、「地域通貨」を地域における相互扶助シ

ステムとして捉えると、地方によっては現在でも

残っている「結い」や「講」などが、極めて似た

社会的仕組みとしてあげられよう。

地域通貨は地域に何をもたらすのか
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例えば、筆者が現在、地域活性化のための調査

研究を担当している熊本県の水俣市においては、

「もやい（舫）」と呼ばれる「結い」の一種が各地

区にいろいろなかたちで残っている。

この「もやい」とは、もともとは船と船とを繋

ぐロープを意味する言葉であるが、水俣市におい

ては、公害とその認定をめぐって地域コミュ二テ

イが崩壊してしまったという反省を踏まえて、住

民の心の絆をもう一度強く結び直そう、つなぎ直

そうという意味を込め、「もやい直し」という理

念が提唱されているところである。

筆者が所属する三和総合研究所が実施した当地

域の「もやい」に関するヒアリング調査において、

コミュニティにおいて以下のような「もやい」

（共同作業）が実施されていたこと、しかし、そ

れらが徐々に少なくなってきていることが確認で

きた。

【水俣市における「もやい」の例】田植え・稲刈り、田植

え時の共同炊事、集落の掃除・溝さらい・草払い、集落の

道路整備、怪我した人の家の手伝い、家の建設（業者に委

託するのではなく、農閑期に自分の親戚を中心として村人

が共同でつくる）、結婚式、葬式、お祭り、味噌や醤油の

共同購入、農産物のお裾分け、講金（積み立て）／等

（資料）三和総合研究所作成

このように、「もやい」（結い）とは、あるコミ

ュニティにおける相互扶助の仕組みであり、その

意味においては、「地域通貨」とは現代版の「も

やい」（結い）として位置づけることができる。

４． 地域通貨は地域に何をもたらすのか

さて、わが国の伝統的な「結い」とも相通じる

性質が確認できた「地域通貨」であるが、導入・

実施した地域（コミュニティ）に対して、いった

いどのような効果・影響をもたらすことが期待で

きるのであろうか。

まず第一に、「地域通貨」は、小さな子供でも

できるような簡単なこともサービスの対象となり

得るため、老若男女を問わず、コミュニティにお

ける支えあいの気持ちがより一層涵養される、と

いう効果が期待できる。

また、「地域通貨」では、前述した＜メニユー

リスト＞に自分が提供できるサービスを応募する

という選択肢があるため、従来の「ボランティア

活動」よりも、個人の参加がより能動的となる仕

組みであると言える。

さらに、「地域通貨」では全ての人がサービス

の提供者であり、同時に享受者ともなるため、個

人の善意（サービス）を媒介とした新しいネット

ワークが自律的かつ自然発生的に構築されること

になる。

こうしたことから、「地域通貨」とは、「地域通

貨」自体の流通とは逆方向の流れとして、サービ

スや思いやりがそれぞれのコミュニティにおいて

行き交う仕組みである、と説明することもでき

る。

第二として、「地域通貨」は、潜在的な社会ニ

ーズを掘り起こしていく契機となることが期待さ

れる。「地域通貨」では、「私は○◎ができます」

という情報を各個人が発信することによって、

「そう言われてみると、私は○◎をしてもらった

ら嬉しいかも」という、潜在的な社会的なニーズ

を発掘していくことも可能となる。例えば、お年

寄りの話し相手であるとか、電球の交換等のちょ

っとした用事などは、従来の「ボランティア活動」

ではあまり対象とされなかったサービスである

が、それらに対する社会的ニーズは確実に存在す

るはずである。

第三として、「地域通貨」の流通によって、地

域の商業やコミュニティビジネス等の発展も期待

される。例えば、前述したＬＥＴＳにおいては、

一般の通貨との併用も可能となっており、ＬＥＴ

Ｓと一般の通貨とを併用することにより、地域の

商店が、顧客をつなぎ止める方策となることも期

待される。また、ＬＥＴＳでの支払いを受けた商

店は、そのＬＥＴＳを使用するか、または、使い

切れない分については地域のコミュニティビジネ



ス組織やボランティア団体等に寄付することが期

待される。

寄付を受けた組織や団体は、地元共同体のため

のプロジェクト実現にあたって、手持ちの一般の

通貨（現金）を使わずに、必要な額の一部をＬＥ

ＴＳで支払うこともできるため、地域のコミュニ

ティビジネスを側面から支援することになるので

ある。

５． おわりに

さて、このように地域に様々な効果・影響をも

たらすことが期待されている「地域通貨」に対し

て、望ましい公的な支援及び関与のあり方として

は、どのようなことが考えられるのであろうか。

「地域通貨」の導入が検討されている地域の自

治体としては、これを直接的にではなく、側面か

ら支援することが期待されるため、「地域通貨」

の循環を促進する方策について検討することが必

要と考えられる。

具体的には、「地域通貨」の導入にあたっては、

まず第一に地域（コミュニティ）において、ＮＰ

Ｏ法人や地域のコミュニティ・リーダーたちがど

のような意向を有しているのかについて、ヒアリ

ング調査を実施する必要がある。

また、「地域通貨」の導入へ向けて、単に地元

の意向が高まってくるのを待つばかりでなく、講

演会の開催や先進事例の視察などを企画・実施

し、住民の自主的な研究会の組成を側面から支援

する必要がある。

そして、ある程度まで地元の意識が高まってき

たら、行政により「地域通貨」導入のパイロット

地域（事業）を指定したうえで、地元の意識の醸

成を積極的に図っていく必要がある。

この際、「地域通貨」導入の準備費用として、

例えば１件あたり30～50万円程度の「地域通貨導

入助成金制度（仮称）」を創設・提供し、事務局

（運営主体）を側面から支援することも期待され

る。

さらに、一般の住民にとっては、「地域通貨」

の概念をすぐに理解することは困難であると思わ

れるため、「地域通貨の体験ワークショップ」を

開催して、住民が実際に「地域通貨」を体験でき

る機会を提供することも必要であると考えられ

る。

なお、制度改正が前提となるが、行政（県、各

市町）が独占的に提供している公共サービス

（ex.住民票の発行、等）について、「地域通貨」

による支払いを可能とするなどの方策について

も、将来的には検討していくことが望まれよう。

また、「社会的起業家」の活動基盤を確立し、そ

の活動をよりいっそう推進する観点から、「地域

通貨」と地域経済との密接な連関の構築について

も、今後検討していくべき重要な課題の一つであ

ろう。

さて、本稿を執筆している2001年は、新しい世

紀の幕開けの年であり、また、千年に一度の時代

の大きな転換期でもあるが、われわれを取り巻く

経済・社会システムにも、大きな変革が必要とさ

れている。上述したような「地域通貨」がわが国

のさまざまな地域に導入・実施されていくことを

きっかけとして、後世の歴史家が「日本の経済・

社会が、地域から大きく変革していった時代」と

位置づける、そのような時代となることを期待し

たい。

-----------------------参考ホームページ---------------------

１．エコマネーネットワーク
http://www.ecomoney.net/ecoHP/top.html より
２．ＬＥＴＳ
http://www.gmlets.u-net.com/ より
３．日本銀行金融研究所貨幣博物館ＨＰ
http://www.imes.boj.or.jp/cm/htmls/feature_33.htm
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信州安曇野は長野県のほぼ中央に位置しており

穂高町は人口２万人程度の田舎の町です。ご多分

にもれず商店街は元気がなく活性化の糸口も見い

だせません。私はこの田舎の町で小さな宿をやっ

ています。発足して６ヶ月の頃の新聞記事をまず

紹介します。

〔ハートマネー安曇野リングの挑戦

2000．６．２　週間松本２面掲載記事〕

「地域通貨」とは、一定の地域で、実際のお金を使わず

に、物やサービスを交換する方法。利子がつかず、消費す

ることに意義を持つこの特殊なお金のコミュニティーは、

世界のあちこちに存在して地域を活性させています。日本

ではまだ認識理解度が低い地域通貨ですが、県内でもいく

つか発足しています。その中の一つ、『ハートマネー安曇

野リング』を昨年暮れに立ち上げた臼井健二さん（穂高町

豊里）に、地域通貨の内容とその効果をうかがいました。

地域マネーはたまったから得、使ったから損ということ

はありません。「実際に使ってみるとおもしろいですよ」

と話す臼井さん。苗をもらってきたり、経営するペンショ

ンのコーヒーを地域通貨で提供したり、率先して利用して

います。安曇野リングが行う地域通貨の仕組みは単位をハ

ートとし、１ハートは１円に換算できますが、貨幣はなく、

現金と直接交喚はできません。ハートが動くのは、人のた

めに何かをしてあげたり、逆に何かしてもらった場合のみ。

そして、参加する人は最初に、仕事や特技を生かしてたと

えば英語を教える、大工仕事や畑仕事を手伝う、話相手に

なる、子守をするなど自分にできることと、庭の草むしり

を手伝ってほしい、苗を分けてほしい、家の修理を頼みた

いなど人にしてほしいことを事務局に記人して登録しま

す。登録者は約50人を数え、リストを見て各自が取引しま

す。500ハート、1000ハートなど、労働に見合うと思われ

る額を自分で決めます。材料費がかかるものは100ハー

ト＋100円というように円と組み合わせることもできます。

草むしりを手伝ってもらってマイナス300ハート、車で送

り迎えをしたらブラス500ハートで、プラス200ハートとい

う具合。スタートは０ハートで、専用の通帳に収支を記入

していきます。「プラスは地域に貢献している人、マイナ

スは支えられている人ということになりますが細かい数字

にとらわれず、どんどん使ってマイナス長者になろうと呼

びかけているんです。」と臼井さん。

普通なら頼みにくいことも気軽に言いやすく、地域通貨

を使ってあえてドライにすることで、負担や負い目を感じ

させないという狙いも。人と人との出会い、そこから信頼

関係が生まれて、仕事に結びつく－地域の中で生産し、消

費する社会が目指すところです。

しかし、「地域通貨は、はっきり言って面倒。リストを

見て、頼みたい相手に電話して、実際に会って交渉するん

だから。」それでも、お金では買えない大切なものをえら

れると臼井さんは考えます。１人暮らしのお年寄りがハー

トマネーを使って、屋根の落ち葉をとってくれと頼む。頼

まれた側は、１年２年と通い、人間関係ができる。将来的

にはハートマネーがなくても気持ちの通じ合う関係に発展

していけばと思っています。」地域通貨はこうして地域の

コミュニケーションを活性化し、お互いが助け合い、生き

がいを持つ地域づくりを目的にした地域経済システム。始

まったのは1932（昭和７）年、オーストリアをはじめ、同

年代アメリカでも数多く発行され、現在世界各国のさまざ

まな地域で普及し、国内でも各地で導入されています。

交換リングの通帳

安曇野リングの通帳。交換相手、内容、ハートの収支、

残高を記入し、相手にサインをもらう。直接顔を合わせる

ので、そこから交流が始まる。実際に使っている人は「も

っと広がってほしい」と話す西村健さん。

「風のパン屋」として、日本全国で天然酵母のパンづく

りの講習会を開く西村健さん（松本市深志）パンの材料の

小麦や雑穀がほしい、そのかわり家具の修理をしたりパン

の講習に行きますと登録した西村さんの通帳は、４万ハー

地域通貨　ハートマネーの挑戦

臼　井　健　二
（ハートマネー安曇野リング事務局）
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トで購入したパソコンが響いて、今もマイナス。「最初は

マイナスがどっとのしかかってきたけれど、楽しいですよ。

マイナスの人の方が積極的に利用していると言うことです

からね。」付加価値も多く、ミーティングで情報交換がで

きたり、今まで知らなかった分野の人達とつきあえる。」

しかし、「まだまだ参加者がすくない。お店などが、割引

やスタンプサービス、仕入れをハートマネーでやってくれ

れば、有効に使えそうですよね。」と今後に期待します。

「実際に参加して体感しながら地域マネーを知ってほしい。

いろいろな人が参加すれば、今後の可能性も更に広がって

行くと思います。」

こんな形で始まったハートマネーですが理念先

行で実際には使うのに躊躇する方が多いのも事実

です。待っていたのではなかなか交換が成り立ち

ませんし商店などで交換するサインもなかなか面

倒です。又実際に使える商店なども少ないのが現

実です。仲間内のお店やさんごっごから実際に利

用できるツールにするにはどうしたらいいか、こ

の問題にぶつかります。

新たな展開　共同体づくり

自然と人が共生する新たなコミュニティーへ

北アルブスの山麓、安曇野の自然に抱かれ、田

舎暮しと自然の食が味わえる宿として約20年にわ

たり多くの人を魅了してきた「舎爐
ロ

夢
ム

ヒュッテ」

が、今春、生まれ変わりました。

20世紀は、経済効率を最優先にして、あらゆる

ものを犠牲にして生きてきた分断と競争の世紀で

した。21世紀は融合　調和　共生がキーワードで

す。自己利益の追求ではなく、地球全体を考え、

自然とともにお互いを生かし合うことが大切です。

これまで実践してきた、自然と共生する農的な

暮らしをさらに発展させるべく、自然農の圃場、

オーガニックレストランやカフェ、フェアトレー

ド雑貨や書籍、八百屋、自然食品などを扱うショ

ップなどを併せた「シャロムコミュニティー」を

パートナーシップによる共同体として立ち上げま

した。参加者全てがオーナーで人に使われるので

ない自分のお店を運営しています。21世紀型のこ

の共同体による共生システムは沢山の恵と幸せを

みんなにもたらしてくれることでしょう。 レス

トランでは、本格的な天然酵母の薪の石窯焼きの

ピザやパンなどが、シンプル玄米ランチとともに

味わえます。このハーモニーキッチンは一般家庭

の主婦でもオーガニックな物であれば惣菜の提供

が可能です。

ショップでは、フェアトレード（発展途上国な

どの生産者と消費者が対等な関係で貿易を行い、

生産者の生活向上を図ろうという活動）による自

然素材の衣類や生活雑貨、シュタイナー思想に基

づいた木のおもちゃや文具、自家菜園や産直の有

機野菜などの八百屋、またミニ書店では環境や子

育て、食、農、精神世界の本などがそろっていま

す。ほか、農園の貸し出しやライブ、ギャラリー、

ワークショップ、安曇野インフォメーション、日

本円を使わない「地域通貨」の実践など、さまざ

まな活動にも取り組んでいます。

まずこの共同体を立ち上げ、このコミュニティ

ーで全額使える紙幣形の通貨を作りました。この

通貨は財担保証券で発券者への支払には全額使え

るようにしました。シャロムコミュニティーの中

で各自が発行して利用できますし、受け入れてく

れるところでは使用可能です。コミュニティー通

貨として機能しています。

そしてコミュニティーでの仕事にはコミュニテ

ィー通貨ＰＥＡＣＥが支払われます。毎日必要な

仕事が張り出されます。食器拭きを手伝って１時

間あたり800ＰＥＡＣＥがもらえます。レストラン

で使うこともショップで買い物も可能です。発券

者は経費だけですみ、日本円を支払うよりも何割

かはお得です。受け入れる側も支払う側もサービ

スや財担保保証されているので安心して使えます。

そしてコミュニティーでの利用が増えてきます。

通帳型から新しい証券形式に

証券を自分で発行してそれが支払手段として流

通するシステムです。この券で100円相当の物品、

サービスを受けられます。コミュニティー通貨



ＰＥＡＣＥはサービスや生活必需品の交換に利用

できます。あなたが必要とする支援を他の仲間か

ら相互に受けて下さい。コミュニティー通貨ＰＥ

ＡＣＥは善意と信頼を結ぶものです。市場競争の

社会から、共生と助け合いの社会へのパスポート

です。

【利用ルール】コミュニティー通貨ＰＥＡＣＥ

事務局に、提供できる事、提供してもらいたい事、

を登録して下さい。登録と同時にＰＥＡＣＥ証券

がもらえます。物品、サービスをＰＥＡＣＥ証券

で交換してください。価格はお互い相談で決めて

下さい。目安は単純労働１時間500Ｐ～1000Ｐで

す。100Ｐ＝100円です。取り引時にＰＥＡＣＥ証

券（引き替え約束つきの証券、一種の財担保証券）

を発券してください。この時始めてＰＥＡＣＥ証

券が価値を持ちます。ＰＥＡＣＥ証券は支払い手

段として巡っていきます。受け入れてくれるとこ

ろで使用可能です。

このコミュニティー通貨ＰＥＡＣＥの運用が軌

道に乗り問題がなければ地域通貨、ハートマネー

も引き替え約束つきの証券、一種の財担保証券に

移行していこうと思っています。まだまだで流動

的ですがこれから新たな挑戦が始まります。

地域通貨勉強会

お金を使わない、新しい経済システム

『エンデの遺言～根源からお金を問う～』のビデ

オ上映

いつもなにかしようとした時に突き当たるのが

お金の問題です。お金は財産であり、個人が財産

を貯めることが豊かな生活を送るための条件にな

っていますが、地域通貨では地域の人々が持って

いる知識や技術が本当の財産であり、その財産を

お互いが安心して利用し合えるシステムをつくる

ことが、お金に頼らずに生きがいのある生活を確

立することです。世界に2500ほどの地域マネーが

あり利用されています。興味のある方は是非ご参

加下さい。貸し出し用ビデオも用意して有ります。

ビデオ購入は300円＋500ハートです。

日時・今後の予定／通常　毎月第一日曜日に実

施します。日時については変更になる可能性があ

りますので事前にご確認下さい。

［説明会内容］

午後６：30～７：30 新しいお金のあり方と地域

通貨を取り上げたテレビ番組、『エンデの遺言～根源

からお金を問う～』のビデオ上映　

初めての方はこの時間からご参加下さい。

午後７：30～９：00 ミーティングおよびバザール

会員の方はこの時間から、是非参加下さい。と

ても良い出逢いの場です。

ハートマネーで販売できるもの、有用で不要な

もの、情報交換、人手がほしい方、仕事のほしい

方、行事予定やパンフレット、自己ＰＲできるも

のをお持ち下さい。この場でアピールしてくださ

い。配布、お茶菓子大歓迎です。

ハートマネー安曇野リング　ミーティング

地域通貨ハートマネー安曇野リングが始まって

１年がたちました。前回のミーティングでは具体

的な利用法やコミュニケーションの広がりを感じ

させました。お金がなくても暮らせそうな実感を

感じました。またハートマネーを通じて人との出

逢いや暖かさを感じることができました。ミーテ

ィングはお互いを理解できる場としてとても重要

だとも思います。人間的な繋がりがハートマネー

の利用にも繋がっていくようです。

■舎爐
ロ

夢
ム

ヒュッテおよびコミュニティー通貨

ＰＥＡＣＥ事務局

〒399－8301 長野県南安曇郡穂高町豊里

�＆� 0263－83－3838 E-mail:shalom@ultraman.gr.jp

URL:http://www.ultraman.gr.jp/~shalom
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○地域通貨は、コミュニティや商店街の活性化、福祉・教育現場での活用など、多くの可能性を持つ手

段として注目を集めています。日本では1970年代以降、「ふれあい切符」や「時間預託」などの制度が

導入されてきました。現在、地域通貨は全国で約100以上の取り組みが行われていて、平成12年版国民

生活白書においても，地域通貨による相互扶助のあり方について取り上げられるなど、存在意義は大き

くなっています。

○国の通貨「円」が持っていない機能を持つ地域通貨は、金融機能であるお金を貯める機能やお金を貸

す機能が全く、あるいはほとんどないことによる貧富の差がないことや、地域住民のそれぞれの能力を

生かしたサービスや労働を交換し合う事で、あたたかな地域・交流が出来ます。その中で地域社会ある

いは人としてとても良好な状態をもたらすものと考えます。

○本号では『地域通貨の可能性』を特集として取り上げています。地域社会、地域経済を再建及び活性

化をしていくために有効な地域通貨の性質、循環方法、背景、実状などを取り上げ探っていくことによ

り、地域通貨の発展の可能性を示す意味で本号を企画しました。

○今回論文・座談会では大変貴重なご意見を戴きました。論文においては、時間を費やしながらも地域

通貨の浸透していくことによる地域住民、地域社会にもたらす豊かさ活性化が、いかに大きくなってい

くかがわかりました。また座談会を通じて県内外の地域通貨に取組んでおられる方々にお会いしました

が、とても地域を愛し、積極的により良くしていこうというエネルギーを感じました。座談会中後半で

出てきましたが、「地域通貨は人次第である」という言葉は、まさしくこの方々が先頭を切って取組ん

でおられ成功していることから、実証していると感じました。

○岐阜県内でも、新しい動きが出てきています。大垣市においては今回の座談会にご参加いただきまし

た鈴木誠岐阜経済大学教授が中心となって、今年の2月より地域通貨を発行し、ボランティアやまちづ

くり、地域経済を豊かにする活動を広げるための取り組みが始まっていますが、今後も一層広がってい

くことを望みます。

（村上裕）

本誌に関するご意見やご要望は、下記宛へお願いいたします。

平成１３年（２００１）１０月発行
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岐阜県 ～国会等移転先候補地～
（平成11年12月国会移転先答申中）
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